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概要 

NetApp® SnapCenter® は、Oracleと整合性のあるデータ保護を実現する、拡張性に優れたユニフ

ァイドプラットフォームです。複雑な運用を自動化し、一元的な管理と監視を実現します。本レ

ポートでは、SnapCenterを使用してOracleデータベースを導入する場合のベストプラクティスに

ついて説明します。 

 

<<本レポートは機械翻訳による参考訳です。公式な内容はオリジナルである英語版をご確認ください。>> 
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はじめに 

今日のデータ主体の企業では、意思決定やe-コマース、その他多くのビジネスプロセスを容易にするために、

ビジネスクリティカルなアプリケーションを24時間稼働させなければなりません。仮想化は大幅に改善さ

れ、近年ではティア1アプリケーションのプラットフォームとして徐 々 に選ばれるようになっています。 

Oracle、Microsoft SQL Server、PostgreSQL、MySQLなどのエンタープライズアプリケーションを使用

しているお客様は、物理環境よりも仮想化を選択し始めています。 

Oracleデータベースは、多くの環境で最も重要なアプリケーションの1つです。リレーショナルデータベース

は、社内で開発されたカスタムアプリケーションに使用したり、商用アプリケーションを導入する際のデー

タベースバックエンドとして使用したりします。どちらのシナリオでも、Oracleデータベースに登録された

データをすぐに利用できるようにするには、適切な設計が必要です。データ量やアプリケーションのニーズ

が急増しているため、重要なデータ資産の可用性と保護を提供することはますます困難になっています。 

管理者は、運用への影響を最小限に抑えながら頻繁にバックアップを作成し、アプリケーションを迅速にリカ

バリし、物理、仮想、ハイブリッドクラウドの導入環境に関係なく、ユーザのテストと開発用のコピーを迅速

に作成できるツールを必要としています。SnapCenterデータ保護ソフトウェアは、データ損失の回避、検証

済みの保護、高速リカバリなどの機能を活用することで、Oracleデータベースの可用性を高めます。 

 

対象読者 

本ドキュメントは、物理環境または仮想環境でOracleデータベースを使用しているお客様、またはその両方が

混在しているお客様を対象としています。ストレージ管理者、データベース管理者、仮想化スペシャリスト、

アーキテクト、データ保護管理者には、Oracleデータベースのデータ保護に関するベストプラクティスに関す

る有益な情報が提供されています。 

 

目的 

このドキュメントでは、オンプレミスのコロケーションデータセンターまたはクラウドで実行されるNetApp 

ONTAP®ストレージにOracle環境を導入してデータの可用性を確保するためのベストプラクティス、および

SnapCenter Plug-in for Oracleを活用するためのベストプラクティスについて説明します。このレポートに記

載されている推奨事項は一般的なものであり、構成に固有のものではありません。また、ビジネスニーズによ

っては変更が必要な推奨事項もあります。各環境は、SnapCenter、ONTAPストレージ、ハイパーバイザー、

Oracleデータベースの公式ドキュメントであるNetApp Interoperability Matrix Tool（IMT）に照らして慎重に評

価する必要があります。 

 

SnapCenterおよびPlug-in for Oracleの概要 

SnapCenterは、エンタープライズアプリケーション向けのNetAppの次世代データ保護ソフトウェアです。

「単一コンソール」の管理インターフェイスを備えたSnapCenterは、複数のデータベースやその他のアプリケ

ーションワークロードのバックアップ、リカバリ、クローニングに関連する複雑で時間のかかる手動プロセス

を自動化して簡易化します。 

SnapCenterは、Snapshot™コピー、SnapMirror® レプリケーションソフトウェア、SnapRestore® データリカ

バリソフトウェア、FlexClone® ボリュームなどのNetAppテクノロジを活用しており、FC、FCoE、iSCSI、

NASの各プロトコルにわたってデータベースやハイパーバイザーとシームレスに統合できます。この統合によ

り、IT部門はストレージインフラを拡張し、ますます厳格化するSLAコミットメントに対応し、企業全体の管

理者の生産性を向上させることができます。 

 

アーキテクチャと概念 

図1 に、SnapCenterのアーキテクチャを示します。 

http://mysupport.netapp.com/matrix


6 Oracleデータベース向けSnapCenterプラグイン 

ベストプラクティス 

© 2024 NetApp, Inc. All rights reserved.  

 
 

図1）SnapCenterのアーキテクチャ 

 

SnapCenter Plug-in for Oracleには、CLI、GUI、PowerShellの3つのユーザインターフェイスが用意されています。 

SnapCenterメタデータリポジトリデータベース（MySQLオープンソース）は、SnapCenterのインストール

時に導入と設定を行うSnapCenterに不可欠な要素です。ホストとファイルシステムの詳細、保護対象の各

リソースのバックアップ、リストア、クローニングのメタデータが格納されます。 

SnapCenterサーバは、外部のロードバランサを使用して、高可用性とロードバランシングをサポートするよ

うに拡張できます（F5は正式に4.3.2で認定されています）。VMware HA + FT環境にSnapCenter高可用性を

導入したお客様はほとんどいません。 

SnapCenter Plug-in for Oracleには、次の2つの主要コンポーネントがあります。 

• SMCore は、他のプラグインとは異なり、SnapCenterサーバホスト内で同じ場所で実行される

SnapCenterのコアコンポーネントです。このコンポーネントは、ストレージデバイスの検出、ファイル

システムのホスト、バックアップのセカンダリレプリケーション、保持管理など、すべての主要なワーク

フローの呼び出しと処理に重要な役割を果たします。SMCoreは、Linuxプラグイン（SnapCenter Plug-in 

Loader [SPL]で管理）と連携して、Oracleデータベースのワークフローを実行します。 

• SPL はOracle Databaseホストで実行されるコンポーネントで、Oracleプラグインをロードして実行し

ます。SMCoreはSPLと連携して、休止/休止解除、バックアップ、RMANカタログ、マウント、リス

トアなどのOracleデータ保護ワークフローを実行します。 そしてクローン 

 

サポート対象の機能とサポート対象外 

SnapCenter Plug-in for Oracleは、次のONTAPの主要機能をサポートまたは補完します（4.4リリース時点）。 

• AutoSupport 

• NFS、iSCSI、FC、FCoEプロトコル 

• FabricPool 

• NetApp Flash Cache 
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• NetApp Flash Poolアグリゲート 

• NetApp MetroCluster（ファブリックおよびIP） 

• SnapMirror /SnapVault® テクノロジ 

• NetApp SnapRestoreソフトウェア 

• Snapshotコピー 

• 重複排除、圧縮、コンパクションを使用したStorage Efficiency 

• NetApp Volume Encryption（NVE） 

• ボリュームの移動/ LUNの移動（ボリュームの名前を変更しても、LUNの移動では古いバックアップ

は機能しません） 

SnapCenter Plug-in for Oracleでは、次の機能がサポートされません。 

• アグリゲートの自動負荷分散 

• NetApp ONTAP FlexGroupボリューム 

• Infinite Volume 

• ボリューム名の変更（新しいバックアップでサポート） 

• LUNの名前変更 

• NetAppウィルス対策（Vscan） 

• NetApp SnapLock® 

• SNMP 

• Storage Virtual Machine（SVM）、ディザスタリカバリ 

• ボリュームのリホスト 

• 多要素認証 

• SnapMirror Synchronous 

• SMBC 

• NetApp FlexCacheテクノロジ 

• NDMP 

• LUNの移動（前述） 

• 1つのLUNに対する複数のSANイニシエータグループ（igroup） 

図2 に、サポートされているOracleの機能を示します。 
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図2）サポートされるレイアウト、構成、バージョン、機能 

 
注： 更新された条件については、『NetApp IMT』を参照してください。 

サポートされないOracleの機能、ファイルシステム、プラットフォームは次のとおりです。 

• Oracleデータガードブローカー、Golden Gate 

• RACからRACへのクローン（RACから非RACへのデータベースクローンのみがサポートされます） 

• Automatic Storage Management（ASM）から非ASMへのクローン（ファイルシステム間のク

ローンはサポートされません） 

• スタンバイから本番環境への切り替えなど、Data Guardのライフサイクルを認識できない 

• ディザスタリカバリ：フェイルオーバーまたはフェイルバック後のバックアップの自動化と管理 

• AIX NFS、Solaris、Windowsプラットフォーム 

• サードパーティ製ボリュームマネージャ（Veritas Volume Manager [VxVM]） 

• Oracle Automatic Storage Management Cluster（ACFS；自動ストレージ管理クラスタ）ファイルシステム 

• 暗号化されたファイルシステム autofs （クローンは autofs サブシステムにエントリを追加しない） 

• Data GuardとActive Data Guardのリカバリ 

• リモートホストでのバックアップ検証 

• VMware vSphere Virtual Volumes（VVOL） 

• Virtual Raw Device Mapping（RDM；仮想rawデバイスマッピング）はサポートされていません。物理

RDM構成のみがサポートされます。 

• 自動ログインモードではないOracle Transparent Data Encryption（TDE）環境 

• 代替ホストへのリストア 

• スタンバイデータベース（Data Guard / Active Data Guard）のログバックアップ 

 

データベースストレージのベストプラクティス 

SnapCenterは、物理デバイスまたは仮想デバイスとしてホストにマウントされたONTAPストレージベースの

データベース環境をサポートします。環境の重要度に基づいて、データベース全体を単一または複数のストレ

ージデバイスにホストできます。通常、お客様は、制御ファイル、REDOログファイル、アーカイブログファ

イルなどの他のすべてのファイルから、専用ストレージにデータファイルを分離します。これにより、管理者

はSnapshotテクノロジを使用して（ONTAP単一ファイルSnapRestore）大規模な重要なデータベース（ペタ

バイト規模）を数秒から数分で迅速にリストアまたはクローニングできます。 

http://mysupport.netapp.com/matrix
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図3）一般的なお客様のストレージレイアウト 
 

 
SnapCenterは、同一または異なるクラスタ内の異なるアグリゲートやSVMで実行される大規模データベース

（ペタバイト単位）のバックアップ、リストア、およびクローニング処理をサポートしています。図4 は、レ

イテンシ制限のメリットを得るために専用のストレージボリュームでホストされているデータベース環境の

例です。 
 

図4）専用ストレージレイアウト 
 

 
SnapCenterでは共有ストレージレイアウトもサポートされており、複数のデータベースまたはその一部を同

じストレージボリュームまたはLUNにホストできます。このレイアウトの簡単な例としては、+DATA ASMデ

ィスクグループまたはボリュームグループにホストされているすべてのデータベースのデータファイルと、

残りのファイル（REDO、アーカイブログ、制御ファイル）を別の専用ディスクグループまたはボリュームグ

ループ（LVM）に格納します。 
 

図5）共有ストレージレイアウト 

 
 

前述のシナリオで説明した分離によって、共有ストレージレイアウトとは異なり、（ONTAP SnapRestoreメ

カニズムを使用して）リストアとリカバリが高速化されることに注意してください。データベースが同じス

トレージデバイス上で共有されていて、Snapshotから作成されている場合、Snapshotコピー全体から特定の

データベースを（ONTAP SnapRestoreを使用して）リストアすることは困難です。この例では、

SnapCenterはFlexCloneベースのアプローチを利用して、接続とコピーのRMANリストアを実行します。 

 

共有ストレージレイアウトと専用ストレージレイアウトのベストプラクティス 

NetAppでは、共有ストレージレイアウトと専用ストレージレイアウトについて次のベストプラクティスを推

奨しています。 
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• ONTAP Single File SnapRestoreを使用すると、個 々 のファイルを瞬時にリストアまたはリバートでき
るため、（他のデータベースと共有されていても）NFSストレージ環境内でデータベースをリストアす
る際に問題はありません。 

• SANでは、迅速なリストアを実現するために専用のストレージレイアウト（ミッションクリティカル
な環境）が必要です。Oracleデータファイルは専用のボリューム/ LUNに配置する必要があります。デ

ータファイルの物理コピー、バックアップ、スクリプト、プレーンテキストファイル（他のOracleフ
ァイルを含む）は使用しないでください。 

• SANレイアウトの場合、特にOracle ASMを使用して大規模なデータベースを実行する場合、NetAppで

は、Oracleデータファイル（データ）用のディスクグループを、LUNまたはASMディスクがデータファ
イル専用であり、他のファイルには使用しない別のボリュームに配置することを推奨します。 

• ストレージフットプリントを削減するための設計上の考慮事項の1つは、Oracle Flash Recovery Area

（FRA；フラッシュリカバリ領域）またはFRA以外のデスティネーションと同じボリューム/ LUN内のホ

ストで実行されているすべてのデータベースでアーカイブログデスティネーションを共有することです。
同じホストの複数のデータベースがバックアップ用に同じリソースグループにグループ化されている場合

は、同じストレージを共有するすべてのデータベースリストのメタデータが統合され、ストレージ内で1

つのSnapshotコピーが作成されます。 

 

仮想環境（NFS、VMFS、RDM）のベストプラクティス 

NetAppでは、仮想環境について次のベストプラクティスを推奨しています。 

• 仮想データベース環境（RDM / VMDK）でバックアップ、リストア、クローニングなどのSnapCenter

ワークフローを実行するには、まず特定のvCenterにSnapCenter Plug-in for VMware vSphere（SCV）
OVAをインストールして設定し、そのプラグインをSnapCenter Serverに登録する必要があります。 

• 一般に、VMware Virtual Machine File System（VMFS）データストアではなくNFSを選択することに
は、柔軟性、コスト、データ管理の点で多数のメリットがあります。SnapCenterでは、NFSデータスト

アから作成されたデータベース全体またはプラガブルデータベース（PDB）のリストアが、VMFSデー
タストアに比べて非常に高速です。NFSのシナリオでは、Single File SnapRestoreを使用してONTAPス
トレージレイヤでリストア処理が実行されます。VMFSの場合、SnapCenterはVMwareのStorage 

vMotionを使用してファイルをリストアするため、大規模なデータベースでは処理速度が遅くなります。 

データベースがVMDK上にある場合は、vCenterにログインし、[VM Options]>[Advanced]>[Edit 

Configuration]の順に選択して、disk.enableUUID true VMののの値をに設定する必要があります。

変更後にVMをリブートする必要があります。 

• SnapCenterでは、VMとOracleアプリケーションを一緒にバックアップすることはできません。SCVプラ
グインを使用して、VMを別 々 のポリシーでバックアップする必要があります。Oracleデータベースは、
SnapCenterのGUIまたはCLIを使用するか、SnapCenter PowerShellコマンドレットを使用してバックア

ップする必要があります。アプリケーションと整合性のある状態でVMとOracleデータベースの両方をバ
ックアップしたいと考えているシナリオはほとんどありません。このバックアップは、スパンドデータス
トアのバックアップ時にOracle Databaseの休止と休止解除を行うシンプルなプリスクリプトとポストス

クリプトを含めることで実行できます。 

• RACでは、接続とコピーのリストアを処理するために、VMごとに少なくとも1つの専用VMware SCSI

コントローラが必要です。 

• RAC環境の場合、仮想データベース（VMDK / RDM）のリストアは、ONTAP FlexCloneファイルを
使用した接続とコピーのアプローチです。 

 

その他のリソース 

Oracleマルチテナンシーは、Oracleデータベースの未来です。Oracle 12c以降、マルチテナンシーが脚光を浴
びるようになり、その後のリリースでは多くの新機能が追加されて進化しました。また、統合の幅が広が
り、全体的なTCOが削減されます。新しいベストプラクティスの詳細については、TR-4876：『Oracle 

Multitenancy with ONTAP 解決策and Deployment Best Practices』を参照してください。 

 

Oracle ASM構成のベストプラクティス 

NetAppでは、Oracle ASM構成に次のベストプラクティスを推奨しています。 

https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/21901-tr-4876.pdf
https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/21901-tr-4876.pdf
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• ASMレイアウトの場合 ASM_DISKSTRING は、SnapCenter操作を処理する前に、値が適切に設定され

ていることを確認してください。この値が正しく設定されていないと、リストア、クローニング、マウ

ントの各処理が失敗します。 

− ASMデバイスの管理にASMlibパッケージを使用している場合は、ASM_DISKSTRING 値をに設定し

ます ORCL:*。 

− udev ルールなど、ASMlib以外のシナリオの場合は、値をに設定し /dev/< exact device 

location >ます。 

• SnapCenterでは、複数のパーティションを持つASMディスクはサポートされません。サポートされる

のは、パーティションが1つしかないディスク、またはパーティションがないディスクのみです。 

• SnapCenterでは、ASMデバイス用のudevルールとユーザ定義のマルチパスエイリアスはサポートされて

いません。デバイスにマルチパスエイリアスを使用するか、udevエイリアススキームを使用します。 

• ASMlibまたはOracle ASM Filter Driver（ASMFD）では、マルチパスエイリアスやudevエイリアスを使用

しないことを推奨します。 

• Linuxでマルチパスを使用するASMを使用する場合は、で /etc/sysconfig/oracleasm 次の変数が

設定されていることを確認します。 

• Linuxでマルチパスを使用しないASMを使用する場合は、で /etc/sysconfig/oracleasm 次の変数が

設定されていることを確認します。 

• ASM環境のudevルールで次のシンボリックリンクを使用している場合は、次の コマンドを実行します。 

次に、ASM_DISKSTRINGをとして更新します /dev/ASM_DISKS/*。 

• Oracle ASMFDは、Oracle ASMディスクのI/Oパスに存在するカーネルモジュールです。ASMFDは、

Oracle ASMディスクへの書き込みI/O要求の検証に使用されます。また、Oracle ASMFDは、システムを

再起動するたびにOracle ASMで使用するディスク・デバイスを再バインドする必要がないため、ディス

ク・デバイスの構成と管理を簡素化します。 

• ASMFDには、最近のLinuxの多くのバージョンとの互換性がありません。最近のカーネルでは、マルチパ

スデバイスに送信されるI/Oサイズ制限が適用されますが、ASMFDではこれらの制限が適用されません。

その結果、ASMFDで構成されたデータベースサーバはドライブを読み取ることができなくなります。 

解決策では multipath.conf 、ONTAP LUNのファイルに転送長を手動で指定します。 

注意：現在問題がない場合でも、このパラメータはASMFDを使用するように設定する必要があります。

Oracle、Linux、またはONTAPをアップグレードすると、マルチパスデバイスが変更されて問題が発生す

る可能性があります。 

• ASMFDをASMデバイスの管理に使用している場合は、ASM_DISKSTRING値をAFD:*に設定します。 

ORACLEASM_SCANORDER=’dm’ 

ORACLEASM_SCANEXCLUDE=’sd’ 

ORACLEASM_USE_LOGICAL_BLOCK_SIZE=false 

ORACLEASM_SCANORDER=’sd’ 

ORACLEASM_USE_LOGICAL_BLOCK_SIZE=false 

[root@asmrdmracn1 rules.d]# cat 99-oracle-asmdevices.rules 

ENV{DM_NAME}=="3600a09803830454c695d4e724f483058",SYMLINK+="ASM_DISKS/gridmgmt",OWNER="grid",GROU 

P="asmadmin",MODE="0660" 

ENV{DM_NAME}=="3600a09803830454c695d4e724f473762",SYMLINK+="ASM_DISKS/oradata",OWNER="grid",GROUP 

="asmadmin",MODE="0660" 

ENV{DM_NAME}=="3600a09803830454c695d4e724f473763",SYMLINK+="ASM_DISKS/oralog",OWNER="grid",GROUP= 

"asmadmin",MODE="0660" 

devices { 

device { 

vendor "NETAPP" 

product "LUN.*" 

max_sectors_kb 4096 

} 

} 
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• flex ASMシナリオでは、カーディナリティが実際のクラスタノード数よりも少ない場合、リストアに時

間がかかることがあります。この問題を解決するには、クラスタノードの数に等しいカーディナリティ

値を変更して、ASMインスタンスがすべてのノードで実行されていることを確認します。 

• SnapCenterは、LVM経由で導入されたASMを使用してOracleデータベースを保護することはできません。 

 

SnapCenter Plug-in for Oracleのインストール前のベストプラク

ティス 

インストール前のベストプラクティスには、SnapCenterサーバとOracleプラグインの両方の要件と前提条

件が記載されています。表1 に'Oracle環境を管理するためにSnapCenterサーバをインストールする前に考

慮すべき最小要件と前提条件を示します 

 

表1）Oracle向けSnapCenterプラグインの拡張要件 
 

項目 小規模な環境 大規模な環境 非常に大規模な環境 

RAM 

（各ホストのジョ

ブの頻度に基づ

く） 

16G 32G 64 g 

CPU（>2.3 GHz） 4 8 8-12 

並列でサポートさ

れるバックアップ

ジョブの最大数

（バックアップ同

時実行数） 

20 40 80（スケジュールをずらし

て設定することで、より多く

のデータベースジョブに対応

可能） 

 

セツソクトホトノヨウケン 

表2 に、SnapCenter Plug-in for Oracleソフトウェアをインストールする前に有効にするか、ファイアウォー

ルから解放する必要があるポートを示します。 

 

表2）接続とポートの要件 
 

ポートのタイプ デフォルトのポート番号と目的 

SnapCenterポート（サーバ） 8146（HTTPS）、双方向、カスタマイズ可能な

SnapCenter URL： 

https://<ipアドレスまたはホスト名>:8146 

このポートはインストール後に変更できません。 

SnapCenter SMCore通信ポ

ート（サーバ） 

8145（HTTPS）、双方向、カスタマイズ可能 

このポートは、SnapCenterサーバとSnapCenterプラグインがインストー

ルされているホストの間の通信に使用されます。 

Oracleプラグイン 22（SSH）、カスタマイズ不可 

このポートは、プラグインパッケージのバイナリをLinuxプラグインホ

ストにコピーするためにSnapCenterで使用されます。これらは開いて

いるか、ファイアウォールまたはiptablesから除外する必要がありま

す。それ以外の場合は、LinuxホストまたはAIXホストにプラグインを手

動でインストールし、あとでインストール前チェックをスキップしてホ

ストを登録します。 

 

8145ポートは、SMCoreとSnapCenterプラグインがインストールさ

れているホストの間の通信に使用されます。通信パスは、SVM管理

LIFとSnapCenterサーバの間で開いている必要があります。 
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SnapCenterでは、ホスト登録プロセス中に自身のLinuxホストが解決可能であることを前提としています。何らか

の理由でLinuxホストまたはストレージをFully Qualified Domain Name（FQDN；完全修飾ドメイン名）に解決で

きない場合（ホストのクラウドやドメインが異なる場合など）、回避策は、ホストまたはストレージのエントリ

をホスト名（FQDN）で C:\Windows\System32\drivers\etc\hosts Windowsのファイルに追加します。 

パブリッククラウドで実行されているホストを追加し、データベースの管理（バックアップ、リストア、 プライ

ベートデータセンターまたはクラウドで実行されているSnapCenterを使用すると、ファイアウォールが開いてホ

ストIPとポート8145および8146をリスンし、インバウンドとアウトバウンドの通信が有効になっていることを確

認することが重要です。たとえば、オンプレミスで実行されているOracleデータベースをAmazon Web Services

（AWS）クラウドにクローニングする場合は、ポート8145と8146を双方向に有効にし、ポート22（SSH）ととも

にクラウドで実行されているLinuxホストにLinuxプラグインをインストールする必要があります。ただし、このプ

ラグインをLinux / AIXホストに手動で直接コピーしてインストールすることで、ファイアウォールリストからポー

ト22をスキップできます。ホストにプラグインを手動でインストールしたら、ホストをSnapCenterに登録する必

要があります。登録時に、[Skip Prechecks]オプションを選択してOracleホストをSnapCenterに登録します。 

Linuxホストのファイアウォール設定（RHEL 7.x、8.xなど）でポートを有効にするには、次のコマンドを使用します。 

 

SnapCenter Plug-in for Oracleホストの要件 

表3）SnapCenter Plug-in for Oracleホストの要件 
 

項目 要件 

オペレーティングシステム AIX、RHEL、Oracle Linux、SUSE 

サポートされるバージョンの最新情報については、NetApp 

Interoperability Matrix Tool（IMT）を参照してください。 

プラグインの最小メモリ 512MB以上 

推奨2～4GB（ホスト内のデータベース数に基づく） 

ハードドライブの設置および動作時

の最小スペース（最低3年間） 

デフォルトのインストール場所（バイナリ）： 
/opt/NetApp/SnapCenter 

• インストール場所はカスタマイズ可能（NetAppストレージ上にも

配置可能） 

• 3GBを推奨 

 

ログと構成ファイルの場所： /var/opt/SnapCenter/ 

• ログの場所は変更できません。 

• 20GBが必要（ログが繰り返し削除されず、多数のデータベースが同じ

ホスト内で実行されている場合） 

必要なソフトウェアパッケージ • Java 1.8.x（64ビット）

Oracle Javaおよび

OpenJDK 

異なるアプリケーションに複数のバージョンのJavaを使用している場合

は、JAVA_HOME オプションがSnapCenterの正しいJavaパスに設定さ

れていることを確認する必要があります。32ビットJavaはサポートさ

れていません。 

 

• LVMを使用する場合は、LVMユーティリティパッケージをインストール

する必要があります。 

• SAN環境では、sg3_utilsパッケージが必要です。 

Oracleフラクインノインストオルユウ

サ 

デフォルトのLinux/AIXユーザはroot 

root> /sbin/iptables -A INPUT -p tcp -m tcp --dport 8145 -j ACCEPT 

root> /sbin/iptables -A OUTPUT -p tcp -m tcp --dport 8145 -j ACCEPT 

root> service iptables save 

https://mysupport.netapp.com/matrix/#welcome
https://mysupport.netapp.com/matrix/#welcome
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項目 要件 

 
注： root以外のアカウントも使用できますが、root以外のアカウントに

はsudo権限が必要です。sudoアカウントにOracle Databaseグループ権

限があることを確認します。 

NetAppでは、チェックサムにsudoパッケージバージョン1.8.7以降を使

用することを推奨しています。 

SnapCenterは、sudoとのファーストクラスの統合のみを備えていま

す。ただし、ユーザーがプラグインを手動でインストール/アップグレー

ドし、サービスが常にrootユーザーとして実行されるようにする場合

は、pbrunフレームワークでも動作する必要があります。プラグインは

正常に動作します。 

sudoユーザのシナリオでは、/etc/sudoers root以外のユーザ（scuser）用に次のエントリをファイルに追

加します。非表示のディレクトリに移動し、チェックサムファイルを開き oracle_checksumます。 

 
 

 
 

チェックサムファイルを編集して、適切なLinuxまたはAIXユーザを含めることができます。 

 

 
OracleホストでOracleプラグインを実行すると、サーバからホスト（またはその逆）への残りの通信には

REST API呼び出しのみが使用され、OSアカウントは使用されません。 

/etc/oratab ファイルに、各スタンドアロンデータベースの正しいOracleホームエントリが含まれている

ことを確認します。SnapCenterは、この場所からのみデータベースの詳細を検出します。ただし、最近のリ

リースでは自動検出機能が強化されているため、RACデータベースではこの設定は必要ありません。また、

C:\ProgramData\NetApp\SnapCenter\Package Repository 
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Oracle Server Control（srvctl）ユーティリティがすべてのRACおよびASM環境に対して正しく設定されてい

ることを確認します。 

注: Red HatクラスタリングやSIOSクラスタなどのアクティブ/アクティブではないサードパーティのホスト

クラスタリング解決策でOracleデータベースをホストしている場合は、パブリックIPまたはホスト名で
はなく仮想IP（VIP）を使用してOracleデータベースホストを登録する必要があります。詳細について

は、「付録B：RAC One Node and other third-party cluster solutions（active-passive）」を参照してく
ださい。 

 

SnapCenterバックアップポリシーとリソースグループ

のベストプラクティス 

SnapCenter用語では、RPOをバックアップ頻度、つまりデータ損失を軽減するためにバックアップをスケジ

ュールする頻度として特定できます。アーカイブログのバックアップは、データバックアップやフルバック

アップよりも頻繁にスケジュールすることを推奨します。ログバックアップの最短間隔は15分です。バック

アップを頻繁に実行すると、Snapshotコピー数がボリュームあたりの上限1、024個に達するリスクもあるこ

とに注意してください。効果的な保持戦略は、バックアップポリシーとリソースグループの設計で重要な役

割を果たします。たとえば、SLOと保持制限が異なる複数のポリシーを使用してリソースグループに割り当

てることができます。 

SnapCenterでは、オンラインバックアップとオフラインバックアップの両方がサポートされます。フルバッ

クアップでは、データ保護環境を除き、データファイル、アーカイブログ、および制御ファイルがキャプチャ

されます。Data Guardデータベース（RACまたは非RAC）をバックアップするには、ポリシーのバックアッ

プタイプをOffline Mount Backupに設定する必要があります。Active Data Guardデータベースの場合は、バッ

クアップタイプがOnlineである必要があります。 

• SnapMirrorレプリケーション：Snapshotコピーをセカンダリストレージで保護することが重要であるた

め、SnapMirrorデスティネーションにバックアップをレプリケートする必要があります。SnapCenterで

はSnapMirrorレプリケーション関係は作成されないため、SnapCenterの外部で実行する必要がありま

す。関係を作成したら、[SnapMirror]オプションを選択してバックアップをレプリケートします。セカン

ダリストレージにレプリケートされたバックアップの保持は、ONTAPから直接処理する必要がありま

す。ユニファイドレプリケーション（ミラーレプリケーションとバックアップレプリケーションの両

方）を有効にしている場合は、トポロジビューのミラーデスティネーションとバックアップデスティネ

ーションの両方にバックアップが表示されます。 

• バックアップの検証：バックアップに含まれるファイルの検証に使用できるオプションの機能。検証はバ

ックアップポリシーで有効にし、保護ワークフローの実行中にアクティブ化できます。バックアップは、

プライマリとセカンダリの両方のSnapMirrorストレージから検証できます。GUIまたはCLIから検証をあと

で実行するようにスケジュールを設定して、検証を遅らせることもできます。検証中に、バックアップか

らFlexCloneボリュームが作成されてホストにマウントされ、 dbv 新たにマウントされたFlexCloneボリ

ューム内のすべてのデータファイルに対してOracleユーティリティが実行されます。 

• NetApp SnapshotコピーのRMANカタログ。SnapCenterには、Oracle RMANを使用してNetApp 

Snapshotコピーをカタログ化およびカタログ化解除するオプションが追加されています。このオプショ

ン機能は、データベース管理者（DBA）に多くの大きなメリットをもたらします。特に、ブロックレベ

ルのリカバリ、テーブルのリカバリ、個 々 のデータファイルのリカバリなど、きめ細かなリストアとリ

カバリに役立ちます。このプロセスでは、データおよびログファイルボリュームのFlexCloneを作成して

マウントし、あとでマウントしたFlexCloneボリュームに対してRMAN catalogコマンドを実行してメタ

データをキャプチャします。SnapCenterバックアップは、ターゲットの制御ファイルまたはカタログデ

ータベースのいずれかでカタログ化できます。カタログ設定を未設定のままにした場合、SnapCenterは

デフォルトで、ターゲットの制御ファイルのみを使用してバックアップのカタログを作成します。カタ

ログデータベース接続を設定するには、次の手順を実行します。 

a. データベースの[Topology]ビュー>[Database Settings]>[Configure Database]に移動します。 

b. [データベース設定]をクリックします。 
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c. [Configure Database]をクリックして設定を更新します。 

 
 

 

 
RMANのカタログ化が有効になっている場合は、バックアップを識別するためにSnapCenterによっ

てRMANタグが自動的に生成されます。RMANを使用してカタログに登録されたSnapCenterバック

アップの詳細を確認するには、RMANプロンプトに接続し、次のコマンドを入力します。 

RMANを使用してカタログ化されたデータファイルバックアップは、一意のタグで SCO_<DBname> 

プレフィックスとして識別されます。 

• リソースクループのバックアップ。短時間で複数のデータベースをバックアップする場合は、リソース

グループにグループ化することを検討してください。これは、個 々 のデータベースリソースの保護ワー

クフローと同じです。複数のリソースグループのバックアップを同時にスケジュールすることもできま

すが、同時実行数の上限に注意する必要があります。リソースグループの作成時に、同じボリュームま

たはLUNを共有する同じホストに複数のデータベースをグループ化すると、Snapshotの統合機能を利用

できます。つまり、各データベースに複数のSnapshotコピーを作成するのではなく、すべてのデータベ

ースに対して1つのSnapshotコピーが作成されます。これにより、ストレージ全体のオーバーヘッドが削

減され、システムがSnapshotの上限に到達できなくなる可能性もあります。 

Rman> list datafilecopy all 

Rman> list copy of archivelog all 
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図6）リソースグループの作成 

 
注： 共通ポリシーを作成し、バックアップ用に複数のデータベースに適用する場合は、ポリシーを共

有するデータベースを個別に追跡することが重要です。すべてのデータベースのバックアップを

削除するまで、ポリシー全体を削除できないためです。 

 

その他のリソース 

SnapCenterを使用してハイブリッドクラウド全体でOracleデータベースをバックアップする方法の詳細につ

いては、YouTubeのデモビデオを参照してください。 

 

リストアとリカバリのベストプラクティス 

SnapCenter Plug-in for Oracleは、Oracleデータベースのリストアとリカバリをサポートしています。リスト

アとリカバリは、フルデータベースレベル、またはPDB、PDB表領域、従来の11g表領域、制御ファイルなど

のきめ細かなエンティティレベルでデータベース内に実行できます。リストアプロセスは、ストレージ

Snapshotリストアメカニズムを使用するか、Oracle RMANコピー（接続とコピーのアプローチ）を使用して

試行されます。Snapshotのリストアプロセスでは、ONTAPのSFSR/単一ファイルのリストア（SFR）テクノ

ロジを使用します。この処理は、Oracle RMANの接続とコピーのアプローチよりも大幅に高速です。 

次に、リストアでSnapshotリストアではなく接続とコピーのアプローチが使用されるケースを示します。 

• ASMディスクグループ/LVMを含むspfileやpasswdファイルなどの重要なファイルが、データファイ

ルと共有されている場合は、上書きできないファイルとみなされます。 

• RACデータベースの場合、リモートノードでSPLがインストールされていないかSPLが停止しています。 

• バックアップの作成後のディスクの追加や削除など、ASMディスクグループ/ LVMに対する構造的な変

更がある場合。 

• 複数の表領域がファイルシステムまたはディスクグループを共有しており、ユーザーが1つまたは一部

の表領域のみを選択した場合。 

• バックアップの作成後にASMディスクグループのLUNパスとLUNシリアル番号が変更された場合。

force-in-placeオプションを使用して無効にできます。 

• ネストされたマウントポイントが存在し、ユーザが子ファイルシステム内の表領域を選択した場合。 

• リストアが要求されたファイルシステム内に他のファイルシステムがマウントされている場合。 

• 複数のLVが存在し、ユーザーがLVの1つにあるテーブルスペースを選択した場合。 

• 次のような競合するリストアモード 

− ネストされたマウントポイントと競合するリストアモード：parent–connect and copy、child–in-

place restoreどちらも接続リストアモードとコピーリストアモードを使用します。 

https://www.youtube.com/watch?v=-8GPzwjX9CM&t=6s
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− ネストされたマウントポイントのシナリオ：子マウントポイントがリストア範囲に含まれておら

ず、親マウントポイントがリストア範囲に含まれている場合。 

− 単一のボリュームグループ内の複数のファイルシステムと1つのファイルシステムがCONNECTと

COPYを使用しますが、別のファイルシステムがIn Placeリストアを使用する場合は、そのボリュー

ムグループ内のすべてのファイルシステムに対してCONNECTとCOPYが選択されます。 

• バックアップの作成後にLVの追加や削除など、ボリュームグループに構造的な変更がある場合。

force-in-placeオプションを使用して無効にできます。 

• RDM / VMDKのRACシナリオでのリストアの場合、NFS / VMFSデータストアにあるVMDKが接続と

コピーに使用されます。 

• VMDK（VMFSデータストア）上のファイルシステムの場合、常にVMware Storage vMotionを使用して、

クローニングされたVMFSデータストアから実際のデータストアにVMDKがコピーされます。 

• Oracle RACセットアップで、いずれかのピアノードでASMインスタンスまたはクラスタインスタンスが

実行されていない場合、ピアノードが停止しているかオフラインになっている場合にスタンバイとして

設定します。 

• Oracle RACに新しいノードが追加され、SnapCenterサーバが新たに追加されたノードを認識しない場合 

• RACの場合、1つのノードのリストアは常に接続してコピーします。 

リストアアクティビティが完了したら、特定のポイントインタイム（PIT）、システム変更番号（SCN）、ま

たはアクティブファイルシステム内の最新のログにデータベースをリカバリする必要があります。SCNまた

は時間にリカバリする場合、SnapCenterはアーカイブログまたはFRAデスティネーションにあるアーカイブ

ログをチェックし、リカバリに適用します。 

 

リストアウィザードでインプレースリストアフラグを強制的に実行 

次のユースケースでは、リストアワークフローでforce-in placeリストアフラグが設定されている場合に、接続

とコピーのアプローチを無効にすることができます。このオプションを有効にするかどうかをお客様が判断す

るリスクがあります。 

• バックアップ後に新しい非データベースファイルが追加されることはありません（外部ファイルチェッ

ク）。これは、SAN、SAN上のASM、NFSレイアウト上のASMに適用されます。 

• 他のデータベースからの新しいデータファイルはありません。Oracleファイルはマウントポイント/ファ

イルシステムを共有しています（外部ファイルチェック）。これはSANおよびNFS（ASM以外のレイア

ウト）に適用されます。 

• LVMディスクグループに対するLUNの追加、削除、または再作成は行われません（LVMディスクグル

ープの構造変更チェック）。 

 

複数のログバックアップを再生するためのアーカイブログ管理 

整合性のあるリカバリのためにさらに多くのログを適用しなければならない場合や、フルバックアップの範

囲外の時間（データ+ログ）までロールフォワードしなければならない場合があります。このような場合は、

リストア処理の前にカタログ化されたログバックアップをOracleホストにマウントし、その場所をリストア

リカバリウィザードで外部ログの場所として渡す必要があります。必要なログバックアップをマウントでき

ないと、原因リカバリ処理全体が失敗する可能性があります。特定のバックアップのマウント処理中に、

SnapCenterはストレージレイヤでFlexCloneボリュームを起動し、FlexCloneボリューム/ LUNをホストにマ

ウントします。 

リカバリ時間を最適化するには、リカバリウィザードで複数のログバックアップデスティネーション

（Oracleホストにマウントされたログバックアップ）を時間の昇順（古いものから新しいもの）に渡しま

す。リストア処理が完了したら、ログバックアップをアンマウントします。 

リカバリウィザードを使用してログバックアップをマウントし、マウントしたデスティネーションを渡す

には、次の手順を実行します。 

1. 最新のログバックアップを選択し、マウントアイコンをクリックします。 
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2. [Mount]ウィザードで、ホストを選択し、[Mount]をクリックします。 

セカンダリストレージの場所からマウントする場合は、バックアップまたはミラーのデスティネーションを選択し

ます。 

 
3. マウントされたログバックアップを確認するには df -h 、Oracleホストでコマンドを使用します。 

 
4. リカバリウィザードの外部アーカイブログファイルの場所にある、マウントされたログの場所を指定します。 
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5. リカバリ用に複数のログを再生する場合は、それらのログバックアップをすべてOracleホストにマウ

ントし、プラス記号をクリックしてすべての場所を同様に渡します。 

 
6. FRAレイアウトとFRA以外のレイアウトに基づいて外部アーカイブログの場所を指定するには、次の

形式を使用します。 

− ASM以外のファイルシステムで、アーカイブログデスティネーションがFRAで設定されていない場

合は、の形式を使用します/mounted_archive_log/dbname/arch_dest。ディレクトリを指定

して停止し、アーカイブログファイル名は指定しません。 
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− ASM以外のファイルシステムで、アーカイブログデスティネーションがFRAに設定されている場合

は、の形式を使用します /mounted_archive_log/dbname/archivelog。日付形式のディレク

トリに YYYY_MM_DD、このディレクトリ内の該当する日付のアーカイブログファイルのリストが含

まれていることを確認します。 

− ASMファイルシステムで、アーカイブログデスティネーションがFRAに設定されている場合は、デ

ィスクグループ形式を使用します + <Mounted_Archivelog_diskgroup_name>。このディスク

グループ名の下にある他のディレクトリやファイルは指定しないでください。 

7. NFSレイアウトの場合は、外部アーカイブログの場所をファイルまたは時間の昇順（データベースがリ

カバリに必要なログの順に）渡す必要があります。正しい順序で渡されないと、リカバリに通常より少

し時間がかかることがあります。 

注： サポートされているすべてのSnapCenterリカバリ処理をRMANで実行するには、Oracle RMANを
使用してSnapshotコピーをカタログ化します。メタデータをターゲットの制御ファイルまたは外

部のRMANカタログにカタログ化できます。外部カタログファイルの設定は、特定のデータベー
スのSnapCenterトポロジページのデータベース設定で編集できます。 

 

重要な考慮事項 

• RACリストアのユースケースでは、いずれかのノードでのリストアが正常に完了したあとに、他の

RACノードを手動で起動する必要があります。 

• リストアする制御ファイルを選択または選択解除することは、リストア処理の実行に非常に重要で

す。バックアップ後にデータベースに対して表領域またはデータ・ファイルが追加または削除された

場合、制御ファイルがリストア対象として選択されていないと、現在の制御ファイルとバックアップ

制御ファイルの不整合が原因でリカバリに失敗することがあります。データベースアーキテクチャに

変更があった場合は、必ずバックアップを作成することを推奨します。 

• RMANでカタログ化されたSnapCenterバックアップを使用すると、リストアとリカバリをさらに細か

く実行できます。さまざまなリストアワークフローについては、付録を参照してください。 

• SnapCenter 4.4では、PDBまたはPDBテーブルスペースに対してPITRまたはSCNベースのリカバリを実

行できるようになりました。RMAN（付録Cを参照）を使用して手動で実行する代わりに、図7に示すよう

に、すべての手動手順を統合したSnapCenterを使用できます。制御ファイルがリストア対象として選択

されていないことを確認してください。 
 

図7）表領域PITのリストアとリカバリの詳細なワークフロー 

 

 

その他のリソース 

詳細については、以下を参照してください。 
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• NetApp SnapCenterを使用してOracleマルチテナントデータベースの迅速かつ簡単なリストアを実行す

る方法については、次のYouTubeデモビデオを参照してください。 

• カタログ化されたSnapshotコピーを使用して表領域PITリカバリを実行する方法については、次の 

YouTubeデモビデオを参照してください。 

 

Oracleデータベースのクローニングと更新のベストプラクティス 

SnapCenterでは、データベースのSnapshotを使用してデータベースをクローニングできます。クローン処理

では、データベースデータファイルのコピーが作成され、新しいオンラインREDOログファイル、制御ファイ

ル、およびアーカイブログデスティネーションが作成されます。クローンデータベースは、指定した時間

（SCN）またはキャンセルするまでリカバリすることもできます。 

クローニング処理を実行する前に、次の前提条件とベストプラクティスを確認してください。 

• 制御ファイルまたはREDOログファイルのパスの場所をカスタマイズする場合は、必要なファイルシステ

ムまたはASMディスクグループがプロビジョニングされていることを確認します。 

デフォルトでは、クローン データベースのRedoログ ファイルと制御ファイルは、クローン データベース

のデータ ファイル用にSnapCenterによってプロビジョニングされたASMディスク グループまたはファイ

ルシステムに作成されます。 

• クローンは、ソースデータベースと同じホストに作成できます。代替ホストでクローンを作成する場合

は、代替ホストが次の要件を満たしていることを確認します。 

− SnapCenter Plug-in for Oracle Databaseが代替ホストにインストールされます。 

− クローンホストは、プライマリストレージまたはセカンダリストレージからLUNを検出できます。た

とえば、プライマリストレージまたはセカンダリ（バックアップまたはミラー）ストレージから代替

ホストにクローニングする場合は、プライマリストレージまたはセカンダリストレージと代替ホスト

の間にiSCSIセッションが確立されていること、またはFC用に適切にゾーニングされていることを確

認してください。 

− Oracleホームのバージョンは、ソースデータベースホストのバージョンと同じです。 

− オペレーティングシステムのディストリビューションとバージョンは、ソースデータベースホ

ストと同じです。 

同じLinuxディストリビューション内の別のバージョンのオペレーティングシステムにクローンを

上書きする場合は、パラメータを次のように指定します。 

a. ALLOW_CLONE_OS_MISMATCH=TRUE /var/opt/snapcenter/sco/etc/sco.properties 

ファイルにパラメータを設定します。 

b. プラグインサービスを再起動し /opt/NetApp/snapcenter/spl/bin/spl restartます。 

• ソースデータベースがASMデータベースの場合は、次の手順を実行します。 

− クローンを実行するホストでASMインスタンスが実行されていることを確認します。 

− クローニングされたデータベースのアーカイブログファイルを専用のASMディスクグループに配置す

る場合は、クローニング処理の前にASMディスクグループがプロビジョニングされていることを確認

してください。 

− データディスクグループの名前は定義できますが、クローンを実行するホスト上の他のASMディス

クグループによってその名前が使用されていないことを確認する必要があります。 

− 12c R1データベースのバックアップをクローニングするには exclude_seed_cdb_view FALSE、ソ

ースデータベースのパラメータファイルでの値をに設定して、シードPDB関連の情報を取得します。 

シードPDBは、コンテナデータベース（CDB）がPDBを作成するために使用できるシステム提供のテンプ

レートです。シードPDBの名前はです PDB$SEED。の詳細について PDB$SEEDは、Oracle Doc ID 

1940806.1を参照してください。 

• Data GuardデータベースおよびActive Data Guardスタンバイデータベースからクローニング処理を実行

することもできます。SnapCenterのリソースグループとポリシーのベストプラクティスに記載されてい

るData Guard構成とActive Data Guard構成のバックアップのベストプラクティスに従うことを忘れない

でください。 

https://www.youtube.com/watch?v=kZgCZHqEPmU&t=11s
https://www.youtube.com/watch?v=sn_3l_3XfVI&t=71s
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マルチテナントプラガブルデータベースのクローニング 

Oracleのマルチテナンシーのベストプラクティスの詳細については、TR-4876：『Oracle Multitenancy with 

ONTAP 解決策and Deployment Best Practices』を参照してください。 

Oracleでは、Oracle PDBをクローニングする方法が2つ用意されています。1つの方法は依然としてストリー

ミングコピーベースのアプローチに依存しており、データベースリンクを使用してPDBを別のホストの代替

CDBに更新します。もう1つの方法は、ファイルシステムレベルでのcopy-on write（COW）に基づいていま

す。これは現在DNFSレイアウトにのみ適用され、同じホスト内で制限されており、ソースデータベースは読

み取り専用である必要があります。 

NetApp SnapCenter 4.4を使用すると、これらの制限を克服できます。図8に示すように、SnapCenterバック

アップを使用すると、CDB内のPDBを別のホストの同じCDBまたは別のCDBに簡単にクローニングできま

す。本ドキュメントの執筆時点では、NetAppはこの大規模なクローン機能をサポートした最初のストレージ

ベンダーでした。 

CDBのバージョンと互換性のバージョンがターゲットで同じであることを確認します。CDBのバージョンが

ソースよりも上位または下位の場合、失敗する可能性があります。 
 

図8）PDBクローン 

 

 

 
このPDBクローン内の内部ワークフローは、図9に示す複数の手順を組み合わせることで、完全なオーケス

トレーションと管理が行われます。操作方法のデモについては、その他のリソースを参照してください。 

https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/21901-tr-4876.pdf
https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/21901-tr-4876.pdf
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図9）あるCDBから別のCDBへのPDBクローニングの詳細なワークフロー 

 
 

PDBクローンに関連付けられたストレージは、CDB全体のストレージを消費することなく、効率的に特定さ

れてhost2に接続されます。 

 

クローンライフサイクル管理とクローンサービス 

SnapCenterでは、Linux CLIを使用したOracleデータベースのクローンライフサイクル管理（CLM）がサポー

トされています。この機能は、SnapCenter Plug-in for SQL Serverでサポートされる一般的なCLM機能とは少

し異なります。の構文は refresh-SmClone、『Linux Commandlet Guide』に記載されています。CLM機能

は、次のワークフローに対応しています。 

1. 指定したポリシーとリソースグループを使用して、オンデマンドバックアップを作成します。 

2. クローン仕様ファイル（XMLファイル）で指定されているのと同じDatabase Secure Identifier（SID；デ

ータベースのセキュア識別子）を持つ既存のクローン（存在する場合）を削除します。 

3. 手順1で作成したオンデマンドバックアップを使用して、データベースSIDおよびクローン仕様XMLファ

イルに指定されているその他の情報を使用して、新しいクローンデータベースを作成します。手順2でリ

ソースをクローンの削除に失敗し、同じデータベースSIDで新しいクローンが開始されると、この処理が

失敗することがあります。 

このタイプの自動化にはクローン仕様ファイルを生成する必要があります。クローンの仕様ファイルを

生成する方法については、「SCO CLI and Workflow Automation」を参照してください。各クローンのエ

ントリをカスタマイズできます。同じ設定で以降の更新でこれらのスペックファイルを再利用するに

は、NetAppバックアップ名と refresh-SmClone 構文を渡すことをお勧めします。 

「SCO CLIとWorkflow Automation」のセクションに記載されているカスタマイズされたスクリプトを使

用すると、複数のデータベースで大規模なクローンを自動化することもできます。 

# sccli Refresh-SmClone 

- OracleCloneSpecificationFile '/var/opt/snapcenter/sco/clone_specs/oracle_clonespec_dgp_CLSID1_2 

018-06-04_02.35.05.605.xml' 

-PolicyName polSecondary 

-CloneDatabaseSID sid2 

- BackupName scspr0473539001_gdl_englab_netapp_com_dgp_scspr0473539001_06-15- 

2018_01.45.02.7306_0 

-ResourceGroupName rg1 

-SecondaryUpdateWaitTimeout 20 

https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2861732
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重要な考慮事項 

• 負荷共有（LS）ミラーの場合、ストレージシステムでのLSミラーの更新に時間がかかりすぎると、クロ

ーン処理が失敗することがあります。回避策では、次のパラメータを含め、 <appSettings> 

SMCoreServiceHost.exe SnapCenterサーバのSMCoreの下にある構成ファイルのセクションに値を

指定します。次に、SnapCenter SMCoreサービスを再起動します。 

値が300,000（ミリ秒）の場合、待機時間は300秒になります。 

• RACインスタンスからのクローンは常に非RACです。RACに変換する場合は、付録Fに記載されている手

順に従ってください。 

• でFC SAN/ASM構成のSnapVaultセカンダリからのクローンが失敗すると Error executing SQL 

"ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS within 2100 seconds against Oracle database、回避

策はクローンをホストしているLinuxノードで次のコマンドを実行します。 

SPLプロセスを再起動して変更を反映します。 

 
• 以下に示すように、SnapCenterを使用して同じデータベース（RTPPRD）から作成された2つのクローン

（CL1とCL2）がある場合。 
 

 
クローン（CL1）を関連付けられたバックアップでさらに長期間（たとえば2日間）保持したい場合があ

りますが、クローンCL2を更新すると次のエラーが表示されて失敗します。これは、更新プロセスがバッ

クアップに保持アルゴリズムを適用しようとし、クローンCL1で使用されているバックアップを削除しよ

うとするためです。バックアップが1日よりも古い（前述の保持期間）ため、でエラーが発生し 

Refresh-SmClone、ターゲットクローンは作成されません。 

この例では、バックアップポリシーでは、バックアップの保持数を一時的に増やすことを推奨していま

す。保持期間が長い（3日間など）Snapshotコピーの数が多い場合でも、クローンによってブロックされ

る既存のSnapshotコピーをスキップして、後続のSnapshotコピーの削除を試行できます。 

 

その他のリソース 

SnapCenterの使用の詳細については、次の追加リソースを参照してください。 

• パブリッククラウド（AWS、Azure）で実行されている代替ホストにOracleデータベースをクローニ

ングするには、次のYouTubeデモビデオを参照してください。 

• ストレージSnapshotテクノロジを使用して、OracleマルチテナントPDBをCDBから別のホストで実

行されている別のCDBにクローニングするには、次のYouTubeデモビデオを参照してください。 

./spl restart (absolute path) 

<add key="lsmsleep" value="300000"> 

cd /opt/NetApp/snapcenter/spl/bin/sccli or /spl 

./sccli Open-SmConnection 

./sccli Set-SmConfigSettings -ConfigSettingsType Plugin -PluginCode SCO -ConfigSettings 

"KEY=ORACLE_SQL_QUERY_TIMEOUT,VALUE=10800" 

./sccli Set-SmConfigSettings -ConfigSettingsType Plugin -PluginCode SCO -ConfigSettings 

"KEY=ORACLE_PLUGIN_SQL_QUERY_TIMEOUT,VALUE=10800 

INFO: Using localhost XXXXX' as default host for clone operation. 

INFO: Backing up the resource cid-cluster\ RTPPRD 

ERROR: Job Warning: ^M 

Failed on 'CIDXXXXX2':^M 

Activity 'Registering Backup and Applying Retention' failed with error: Retention : Failed 

to delete backup as there are clone(s) created from this backup. Please delete clone(s) -  

RTPPRD clone XXXX (Source Object - RTPPRD, Clone Object - RTPDEV) before deleting backup. 

INFO: A connection session with the SnapCenter was closed. 

https://www.youtube.com/watch?v=v3udynwJlpI&t=2s
https://www.youtube.com/watch?v=krzMWjrrMb0&list=PLdXI3bZJEw7nofM6lN44eOe4aOSoryckg
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Oracleプラグインの一般的なベストプラクティス 

SnapCenterは、複数のストレージクラスタ、SVM、ボリュームのいずれでホストされているかに関係なく、

データベースのバックアップ時に常に整合グループSnapshotを作成します。SnapCenterでは、並列バックア

ップ用に複数のデータベースを単一のリソースグループにグループ化する場合、整合グループの範囲は、（リ

ソースグループ内の（単一ホストの）データベースの数に関係なく）アプリケーション（ASMディスクグルー

プ）エンティティまたはファイルシステム（LVMディスクグループ）エンティティになります。 

例： 

ホスト上に2つのデータベースがあります。各ディスクは専用のASMディスクグループに配置され、単一のリ

ソースグループに属しています。 

1. Oracleホストにプラグインをインストールして設定すると、リソース画面にデータベースが表示されま

す。データベースがRACデータベースの場合は、[データベースの設定]ウィザードでバックアップ対象

の優先ノードを有効にすることを推奨します。この構成には、ホスト/インスタンスの障害に対処する

ためと、バックアップを別のノード専用にして負荷を分離するための2つの目的があります。 

2. RACまたはRAC One Nodeデータベースがある場合は、[Add Host for RAC Awareness]でクラスタノー

ドを追加するオプションを常に選択し、プラグインがすべてのクラスタノードにプッシュされている

か、または手動でインストールされていることを確認します。 

3. SnapCenterまたはRMAN以外の場所でアーカイブログが削除された場合は 

ENABLE_CROSSCHECK=true sco.properties、バックアップ中に古いアーカイブログエントリの検

索で予期しない遅延が発生しないように、ファイルのパラメータを有効にします。sco.properties 

ファイルはにあります /var/opt/snapcenter/sco/etc。 

4. バックアップの保持ロジックは、各バックアップジョブの終了時にのみ検証されます。FlexCloneボリュ

ームによって（クローンまたはマウント処理によって）ロックされたSnapshot（バックアップ）コピー

がある場合、保持では現在ロックされているSnapshotコピーがスキップされ、次のSnapshotコピーに移

動します。これは、 sm-clone refresh ジョブがクローンによってバックアップがロックされてい

て、保持アルゴリズムが適用されて以降のバックアップジョブとクローンジョブが失敗する場合に、制限

事項になることがあります。 

5. 大量のデータを転送すると、バックアップのSnapVaultレプリケーションがタイムアウトすることがあり

ます。そのため、以下に示すパラメータと高い値を含め、<appSettings> SMCoreServiceHost.exe 

C:\Program Files\NetApp\SMCore SnapCenterサーバのにある設定ファイルのセクションで値を指

定する必要があります。 

SnapCenter SMCoreサービスを再起動します（タイムアウト値はミリ秒単位）。 

6. IMTは、Oracle用SnapCenterプラグイン（SCO）がOracle Transparent Data Encryption（TDE）/ Oracle 

Advanced Securityで動作しないことを示しています。これは、自動ログインモードが有効になっていな

いシナリオを対象としています。SCOのバックアップとリストアは、Oracle TDE / Oracle Advanced 

Securityと連携する必要があります。SCOクローンの場合、ウォレット/キーが使用可能で、自動ログイ

ンで管理されている限り、機能します。新しいホストにクローニングする場合は、のウォレット（キー

ファイル）を /etc/ORACLE/WALLET/$ORACLE_SID ソースデータベースからクローニングしたデータ

ベースにコピーする必要があります。 

7. SnapCenterを使用すると、NVE対応ボリューム上のデータベースを保護できます。 

Db1: +DATA1 ==== First CG snapshot is cut for all LUNs which is part of DATA1. 

Db2: +DATA2 ==== Second CG snapshot is cut for all LUNs which is part of DATA2 

<appSettings> 

<add key="SnapmirrorRetry" value="288"/> 

<add key="SnapmirrorTimeout" value="300000"/> 

<add key="SnapshotCheckRetry" value="288" /> 

<add key="SnapshotCheckTimeout" value="300000" /> 

</appSettings> 

http://mysupport.netapp.com/matrix
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8. SnapCenterオフラインバックアップは、データベースの移行やアップグレードの代替バックアウト

ソースとして使用できます。障害が発生した場合は、元の状態に戻すことができます。 

 

SCO CLIとワークフロー自動化 

プラグインのサイレントインストールの実行 

プラグインのサイレント・インストールを実行するには、次のコマンドを実行します。 

SnapCenterサーバにLinuxホストを登録するには、add-smHost PowerShellでコマンドレットを実行しま

す。構文については、『Cmdlet Reference Guide for Windows』を参照してください。 

 

SCO CLIを使用したバックアップ 

CLIを使用してバックアップを実行するには、次のディレクトリにあるSCO CLIを使用します。 

注: Windowsサーバーで実行されているSnapCenterサーバーへの接続を開きます。 

 

 
サーバーの再起動まで接続を開いたままにする場合は、TokenNeverExpires トークンの有効期限を無効に

する追加のパラメータを渡します。セキュリティ上の理由から、NetAppはトークンを開いたままにすること

を推奨していません。 

 
注： バックアップポリシーを作成し、リソースまたはリソースグループの保護を有効にしたら、次のコマ

ンドを実行してデータベース全体（データファイルとアーカイブログ）をバックアップします。 

 
注： を使用して、追加のパラメータと構文を確認できます -help。 

 

CLIを使用したクローニング処理の実行 

指定したバックアップからOracleデータベースのクローン仕様を作成します。 

snapcenter_linux_host_plugin.bin -i silent -DPORT=8145 -DSERVER_IP=xxxx-DSERVER_PORT=8146 

/opt/NetApp/SnapCenter/spl/bin. 

./sccli -help 

./sccli New-SmBackup -help 

https://library.netapp.com/ecm/ecm_get_file/ECMLP2840881
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コマンドは、指定したソースデータベースとそのバックアップ用に、Oracleデータベースのクローン仕様ファ

イルを自動的に作成します。作成するクローンデータベースに対して自動的に生成された値が仕様ファイルに

反映されるように、クローンデータベースのSIDも入力する必要があります。リカバリオプション、クローニ

ング処理を実行するホスト、プリスクリプト、ポストスクリプト、およびその他の詳細を指定することもでき

ます。 

構文の例： 

 

既存のバックアップからクローニング処理を開始します。 

このコマンドは、クローン処理を開始します。クローニング処理では、Oracleクローン仕様ファイルのパス

も入力する必要があります。 

デフォルトでは、クローンデータベースのアーカイブログデスティネーションファイルはに自動的に入力されます 

$ORACLE_HOME/CLONE_SIDs。 

構文の例： 

 
CLIコマンドの詳細については、『コマンドリファレンスガイド』を参照してください。 

 

クローンサービス 

次に示すカスタマイズされたユーティリティスクリプトの例は、CLIを使用して、同一または複数のデー

タベースから複数のクローンを実行する場合に利用できます。 

注： この例はNetAppではサポートされていないため、NetAppの書面による同意なしに配布、変更、販売す
ることはできません。このスクリプトは、本番環境で移動または実行する前に、コンセプトの実証
（POC）ラボで厳密にテストする必要があります。 

[root@rhel-linux ~]# sccli New-SmOracleCloneSpecification -AppObjectId 

'rhellinux.netapp.com\STDDB' -CloneLastBackup 2 -CloneDatabaseSID 'CDBCLONE' 

 
INFO: You have chosen to generate clone specification using last backup number '2' having backup 

name 'federated-ds_rhel-linux_10-25-2015_22.30.30.4523_0'. 

 
INFO: Oracle clone specification file 

'/var/opt/SnapCenter/sco/clone_specs/oracle_clonespec_CDB_CDBCLONE_2015-10- 25_23.59.12.317.xml' 

got created successfully. 

 
INFO: The command 'New-SmOracleCloneSpecification' executed successfully.. 

sccli New-SmOracleCloneSpecification -AppObjectId [-BackupName | -CloneLastBackup ] - 

CloneDatabaseSID [-IncludeSecondaryDetails] [-SecondaryStorageType ] [- SetConsoleOutputWidth] 

#!/bin/bash 

# 

# Copyright (c) 2018 NetApp, Inc., All Rights Reserved 

# Any use, modification, or distribution is prohibited 

# without prior written consent from NetApp, Inc. 

# Test the script in POC lab before deploying in production 

# This is just a utility script which is not backed by NetApp support 

# Author: Vasantha Prabhu, Ebin Kadavy 

# Version: 1.0 

# 

https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2840882
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if [ $# -lt 8 ]; then 

echo "Usage: -Destinations HostName1:CloneSID1,HostName2:CloneSID2 - 

OracleCloneSpecificationFile spec1,spec2 -SourceAppObjectId sourceappobjectid -PolicyName policy" 

echo "Optional arguments: -ResourceGroupName rg1,rg2 -SecondaryUpdateWaitTimeout <timeout> - 

WaitToTriggerClone <wait time> " 

echo "Optional arguments: -OracleSkipRecovery -OracleUntilCancel -OracleUntilScn scnnumber - 

OracleUntilTime 'yyyy-MM-dd HH:mm:ss' " 

echo "Optional arguments: -AlternateArchiveLogPaths 'location1, location2, ..., locationN' - 

PreScriptPath <script path> -PreScriptArguments <arg1,arg2 ... argN> " 

echo "Optional arguments: -PostScriptPath <script path> -PostScriptArguments <arg1,arg2 ... 

argN> -ScriptTimeout <timeout> " 

echo "Optional arguments: -EnableEmail -EmailTo <email address> -EmailFrom <email address> - 

EmailSubject <subject> -EmailPreference <ALWAYS | ON_ERROR | ON_ERROR_OR_WARNING | NEVER> " 

echo "Optional arguments: -EnableEmailAttachment -SkipNIDCreation " 

exit 1; 

fi 

sourceappobjectid_option=0 

destinations_option=0 

clonespecs_option=0 

policy_option=0 

resourcegroupname_option=0 

optional_params="" 

resourcegroup_params="" 

waittotriggerclone_option=1 

 

for arg in "$@"; do 

case "$arg" in 

"-Destinations") 

destinations=$2 

echo "value is $destinations" 

IFS=’,’ read -ra destinations_array <<< "$destinations" 

destinations_option=1 

;; 

"-OracleCloneSpecificationFile") 

clonespecs=$2 

echo "value is $clonespecs" 

IFS=’,’ read -ra clonespecs_array <<< "$clonespecs" 

clonespecs_option=1 

;; 

"-SourceAppObjectId") 

sourceappobjectid_option=1 

sourceappobjectid=$2 

echo "value is $sourceappobjectid" 

IFS=’,’ read -ra sourceappobjectid_array <<< "$sourceappobjectid" 

;; 

"-PolicyName") 

policy=$2 

echo "value is $policy" 

IFS=’,’ read -ra policy_array <<< "$policy" 

policy_option=1 

;; 

"-ResourceGroupName") 

resourcegroupname=$2 

echo "value is $resourcegroupname" 

IFS=’,’ read -ra resourcegroupname_array <<< "$resourcegroupname" 

resourcegroupname_option=1 

;; 

"-SecondaryUpdateWaitTimeout") 

optional_params+=" -SecondaryUpdateWaitTimeout $2 " 

;; 

"-WaitToTriggerClone") 

# Do not add to optional params, as if it is single db, we can trigger N-1 clones in 

parallel  

waittotriggerclone_option=$2 

;; 

"-OracleSkipRecovery") 

optional_params+=" -OracleSkipRecovery " 

;; 

"-OracleUntilCancel") 

optional_params+=" -OracleUntilCancel " 

;; 
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"-OracleUntilScn") 

optional_params+=" -OracleUntilScn $2 " 

;; 

"-OracleUntilTime") 

optional_params+=" -OracleUntilTime $2 " 

;; 

"-AlternateArchiveLogPaths") 

optional_params+=" -AlternateArchiveLogPaths $2 " 

;; 

"-PreScriptPath") 

optional_params+=" -PreScriptPath $2 " 

;; 

"-PreScriptArguments") 

optional_params+=" -PreScriptArguments $2 " 

;; 

"-PostScriptPath") 

optional_params+=" -PostScriptPath $2 " 

;; 

"-PostScriptArguments") 

optional_params+=" -PostScriptArguments $2 " 

;; 

"-ScriptTimeout") 

optional_params+=" -ScriptTimeout $2 " 

;; 

"-EnableEmail") 

optional_params+=" -EnableEmail " 

;; 

"-EmailTo") 

optional_params+=" -EmailTo $2 " 

;; 

"-EmailFrom") 

optional_params+=" -EmailFrom $2 " 

;; 

"-EmailSubject") 

optional_params+=" -EmailSubject $2 " 

;; 

"-EmailPreference") 

optional_params+=" -EmailPreference $2 " 

;; 

"-EnableEmailAttachment") 

optional_params+=" -EnableEmailAttachment " 

;; 

"-SkipNIDCreation") 

optional_params+=" -SkipNIDCreation " 

;; 

esac 

shift 

done 

 

echo "Optional parameters passed are $optional_params" 

 

#Sanity check total number of destinations must be same as clone specs 

if [ ${#destinations_array[@]} -ne ${#clonespecs_array[@]} ]; then 

echo "Mismatch in destinations and clonespec count"; 

exit 1; 

fi 

 

if [ $sourceappobjectid_option -ne 1 ]; then 

echo "SourceAppObjectId option is not passed"; 

exit 1; 

fi 

 

if [ $clonespecs_option -ne 1 ]; then 

echo "OracleCloneSpecificationFile option is not passed"; 

exit 1; 

fi 

 

if [ $destinations_option -ne 1 ]; then 

echo "Destinations option is not passed"; 

exit 1; 

fi 
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if [ $policy_option -ne 1 ]; then 

echo "PolicyName option is not passed"; 

exit 1; 

fi 

 

if [ ${#sourceappobjectid_array[@]} -eq 1 ]; then 

for (( i=0; i<${#destinations_array[@]}; i++ )); 

do 

IFS=’:’ read -ra clone_destination <<< 

"${destinations_array[$i]}" clonehostname=${clone_destination[0]} 

clonesid=${clone_destination[1]}  

clonespec=${clonespecs_array[$i]} 

if [ $resourcegroupname_option -eq 1 ]; then 

resourcegroup_params=" -resourcegroupname ${resourcegroupname_array[0]}" 

fi 

echo "Obtained $clonehostname $clonesid $clonespec for iteration $i" 

if [ $i -eq 0 ]; then 

sccli Refresh-SmClone -OracleCloneSpecificationFile $clonespec -PolicyName $policy - 

CloneToHost $clonehostname -CloneDatabaseSID $clonesid $optional_params $resourcegroup_params - 

WaitToTriggerClone $waittotriggerclone_option 

backupname=`sccli get-smbackup -appobjectid $sourceappobjectid -SetConsoleOutputWidth 

1000 | grep "Oracle Database Data Backup" | head -n 1 | cut -d"|" -f 3` 

if [ -z "$backupname" ]; then 

echo "Could not fetch the latest Oracle Database backup" 

exit 1; 

fi 

else 

sccli Refresh-SmClone -OracleCloneSpecificationFile $clonespec -BackupName 

$backupname -CloneToHost $clonehostname -CloneDatabaseSID $clonesid -PolicyName $policy - 

WaitToTriggerClone 0 & 

fi 

done 

else 

for (( i=0; i<${#destinations_array[@]}; i++ )); 

do 

IFS=’:’ read -ra clone_destination <<< 

"${destinations_array[$i]}" clonehostname=${clone_destination[0]} 

clonesid=${clone_destination[1]}  

clonespec=${clonespecs_array[$i]} 

if [ -z "${policy_array[$i]}" ]; then 

policyname=${policy_array[0]} 

else 

policyname=${policy_array[$i]} 

fi 

if [ $resourcegroupname_option -eq 1 ]; then 

if [ -z "${resourcegroupname_array[$i]}" ]; then 

rgname=${resourcegroupname_array[0]} 

else 

rgname=${resourcegroupname_array[$i]} 

fi 

resourcegroup_params=" -resourcegroupname $rgname" 

fi 

echo "Obtained $clonehostname $clonesid $clonespec $policyname $rgname for iteration $i" 

sccli Refresh-SmClone -OracleCloneSpecificationFile $clonespec -PolicyName $policyname - 

CloneToHost $clonehostname -CloneDatabaseSID $clonesid $optional_params $resourcegroup_params - 

WaitToTriggerClone $waittotriggerclone_option & 

done 

fi 

 

このスクリプトは複数のユースケースに対応できますが、ここでは主に2つのユースケースを紹介します。 

• ユースケース1：単一データベース、複数クローンの使用： 

# ./CloneAsService.sh -Destinations galaxy-vm134.gdl.englab.netapp.com:clone10,galaxy- 

vm134.gdl.englab.netapp.com:clone11,galaxy-vm134.gdl.englab.netapp.com:clone12 - 

OracleCloneSpecificationFile /vasanth/clone10_spec,/vasanth/clone11_spec,/vasanth/clone12_spec - 

SourceAppObjectId galaxy-vm134.gdl.englab.netapp.com\\nasdb10 -PolicyName full_backup - 



32 Oracleデータベース向けSnapCenterプラグイン 

ベストプラクティス 

© 2024 NetApp, Inc. All rights reserved.  

 
• ユースケース2：複数のデータベース、複数のクローンの使用： 

 

付録A：Oracleデータベース用のSnapCenter導入モデル 

SnapCenterは、次の3つのモデルのいずれかで導入できます。 

• プライベートデータセンター/クラウド 

• パブリック クラウド 

• ハイブリッド クラウド 

 

プライベートデータセンター/クラウド 

プライベートデータセンターやクラウド環境では、Oracleホストのプライマリとセカンダリのヴォールトまた

はディザスタリカバリ用ストレージがオンプレミスで実行されています。これは最も一般的なモデルです。 

図10 は、データセンター/クラウドの導入を示しています。 
 

図10）プライベートデータセンター/クラウドの導入 
 

 
 

コロケーションデータセンターを使用したハイブリッドクラウドの導入は、NetApp Private Storage

（NPS）を使用したクラウド間の導入とも呼ばれます。この環境では、Equinixなどのコロケーションデー

タセンターでホストされているプライベート（制御された）環境でセカンダリストレージが完全に実行さ

れ、コンピューティングはクラウドから活用されます。これはおそらく最も安全なモデルです。データはお

客様の管理下にあるためです。このモデルの利点は、コストに対するワークロードの要件に基づいて、異な

るハイパースケーラクラウドを切り替えることができることです。 

ResourceGroupName rg1 -EnableEmail -EmailTo xxxx@netapp.com -EmailFrom xxxxx@netapp.com - 

EmailSubject CLM -EmailPreference ALWAYS -EnableEmailAttachment -SkipNIDCreation 

# ./CloneAsService.sh -Destinations galaxy-vm134.gdl.englab.netapp.com:clone10,galaxy- 

vm134.gdl.englab.netapp.com:clone11,galaxy-vm134.gdl.englab.netapp.com:clone12 - 

OracleCloneSpecificationFile /vasanth/clone10_spec,/vasanth/clone11_spec,/vasanth/clone12_spec - 

SourceAppObjectId galaxy-vm134.gdl.englab.netapp.com\\nasdb10、galaxy-vm134.gdl.englab.netapp.com\\nasdb11、

galaxy-vm134.gdl.englab.netapp.com\\nasdb12 -PolicyName full_backup、full_backup1、full_backup2 - 

ResourceGroupName rg1、rg2、rg3 -EnableEmail -EmailTo xxxx@netapp.com -EmailFrom xxxxx@netapp.com 
- EmailSubject CLM -EmailPreference ALWAYS -EnableEmailAttachment -SkipNIDCreation 

mailto:xxxx@netapp.com
mailto:xxxxx@netapp.com
mailto:xxxx@netapp.com
mailto:xxxxx@netapp.com
mailto:xxxxx@netapp.com
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図11 は、NPSの導入を示しています。 
 

図11）NPSの導入 
 

 

 

ハイブリッド クラウド 

図12 は、一般的なハイブリッドクラウド環境を示しています。プライマリストレージはオンプレミスで実行

し、セカンダリストレージ（ヴォールトやディザスタリカバリ）はパブリッククラウド（Amazon、Azureな

ど）で実行します。ONTAPクラウドストレージは、レプリカのデスティネーションとしてパブリッククラ

ウドで実行されています。これは、開発とテストのシナリオに適したリファレンスモデルです。必要に応じ

て、ホストを動的にスピンし、開発とテストをホストできます。また、このモデルでは、セカンダリのディ

ザスタリカバリやヴォールト用の専用インフラをオンプレミスのデータセンターに配置する必要もありませ

ん。 
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図12）ハイブリッドクラウドの導入 

 

 
 

 

付録B：RAC 1ノードおよびその他のサードパーティクラ

スタソリューション（アクティブ/パッシブ） 

RAC One Nodeやその他のアクティブ/パッシブクラスタソリューションはSnapCenterとうまく連携します

が、Oracle RACなどのこれらの構成用にカスタマイズされたものではありません。ワークフローのほとんど

は通常のレイアウトと同様で、クラスタレイアウトに依存しません。ただし、データベースのフェイルオーバ

ー時に代替クラスタノードにバックアップを移行する作業は重要であり、SnapCenterでいくつかの手動変更

が必要になります。そのため、本番環境に移行する前に、ガイドラインに従ってすべてのワークフローをテス

トする必要があります。 

 

RAC Oneノードのレイアウト 

RAC Oneノードレイアウトを使用するには、次の手順を実行します。 

1. Oracle RACクラスタ内のすべてのノード（ノード1、ノード2）に登録します。 

2. すべてのノードでデータベースを検出します。 

RAC One Nodeデータベースは、現在ホストされているノード（ノード1）でRACデータベースとして検

出されます。 

同じデータベースが他のすべてのRACノード（ノード2）でスタンドアロンデータベースとして検出された

ため、古いエントリであるため無視してかまいません。 

RAC One Nodeデータベースがアクティブな初期ノード（ノード1）でのバックアップ、リストア、

およびクローニングのワークフローが成功しました。 

3. RAC One NodeデータベースをNode1からNode2に移行し、両方のノードで手動リソース検出を実

行した場合は、次の手順を実行します。 

RAC One Nodeデータベースは、現在ホストされているノード（ノード2）でRACデータベースとして検

出されます。 

同じデータベースが他のすべてのRACノード（ノード1）でスタンドアロンデータベースとして検出された

ため、古いエントリであるため無視してかまいません。 

RAC One Nodeの他のノードで以前に実行したバックアップはすべて引き続き表示され、有効です。 
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4. データベースをNode1からNode2に移行する場合は、優先RACノードで優先ホストをNode2として手

動で設定する必要があります。 

5. リストアとクローニングのワークフローは、通常の方法でアクティブノードで実行できます。 

6. 同様に、RAC One NodeデータベースをNode2からNode1に戻し、両方のノードで手動によるリソース

検出を実行できます。手順4で説明したように、優先ホストをノード1として手動で設定する必要があり

ます。 

Red Hat Cluster Suite、SIOSなどの他のクラスタソリューション（アクティブ/パッシブ）の場合は、次の

手順を実行します。（この例では、2つのノードでクラスタサービスが実行されているRed Hatクラスタで

Oracleデータベースが実行されており、一方がアクティブで、もう一方がパッシブであるとします）。 

 

アクティブ/パッシブクラスタソリューション 

アクティブ/パッシブクラスタソリューションを実装するには、次の手順を実行します。 

1. Oracleホストに手動でプラグインをインストールします。SnapCenterサーバのIPとspl_enabled_plugins

の /var/opt/SnapCenter/spl/etc/spl.properties ファイルの値が正しいことを確認します。 

2. sccli フローティングIPを含むすべてのクラスタノードとホストの優先IPを設定するには、を使用します。 

 
− 10.231.73.51 は、すべてのクラスタノードからアクセスされているフローティングIPです。 

− 10.231.73.52 は2番目のクラスタノード（パッシブ）のパブリックIPで、10.231.73.50 はデータ

ベースをアクティブにホストしている最初のノードのパブリックIPアドレスです。 

3. 2つ目のクラスタノードで手順1と2を繰り返します。 

4. 10.231.73.51 共通ホスト名（FQDN）を使用してフローティングIPのローカルエントリを追加しま

す。たとえば、C:\Windows\System32\drivers\etcWindowsで実行されているSnapCenterサーバの

ホストファイル（）にLinux-cluster.netapp.com—を追加します。SnapCenter処理はすべてフローティング

IPまたはVIP上で実行されるため、ホストに依存しないため、ノードエントリは必要ありません。 

5. PowerShellまたはGUIを使用して[Add Linux Host]処理を実行し、ホストIPを 10.231.73.51 （フローテ

ィングIP）に設定します。インストール前チェックをスキップするオプションを選択し、登録プロセスを

完了します。プラグインが認識されるまでに時間（約5分）がかかることがあります。 

6. [Resources]画面をリフレッシュして、ノード1で実行されているOracleデータベース（現在のフローテ

ィングIPがデータベースで実行されているアクティブノード）をすべて検出します。また、ポリシーや

リソースグループの作成、保護の開始、バックアップ、リストア、クローニングを実行することもでき

ます。 

ホストのフェイルオーバー時に、フローティングIPまたは仮想IPを使用しているクラスタ内の別のノード

にOracleデータベースが移行されます。以前にノード1で作成されたバックアップとクローンは、データ

ベースを2つ目のノードに移行するかどうかに関係なく、引き続きSnapCenterに反映されます。すべての

ワークフローはVIPのみを使用して完全に伝達されるため、問題はありません。 

同様に、データベースはノード1にフォールバックでき、バックアップ、リストア、マウント、および

クローンのすべての機能は引き続き正常に動作します。 

Sccli Set-PreferredHostIPsInStorageExportPolicy -IpAddresses 

'10.231.73.50','10.231.73.51','10.231.73.52' 

SNAPCENTER_SERVER_HOST=10.232.206.110 

SPL_ENABLED_PLUGINS=SCO,SCU 
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付録C：高度なリカバリ（ブロックレベル、テーブル、表領域

レベルのポイントインタイムリカバリ） 

ブロックレベルのリカバリ 

RMANのカタログ化されたSnapshotコピーを使用して、ブロックレベルのリカバリを実行できます。次に、

ブロックレベルリカバリの実行例を示します。 

1. dbv ユーティリティを使用して、破損したブロックがあるデータファイルを確認します。 
 

 
注： 次のコマンドを使用して、SnapCenter経由で作成され、RMANでカタログ化されたバックアッ

プの一覧を表示します。 
 

 
注： 最も古いリカバリポイントと一致するSCOタグがプレフィックスされたデータファイルのコピー

を選択し、SnapCenterを使用してブロックレベルのリストア用にOracleホストにデータバックア

ップをマウントします。 

注： アクティブファイルシステムのログがすでに削除されている場合は、リカバリ用に対応するログ

バックアップをマウントできます。SnapCenterを使用してデータおよびログのバックアップをマ
ウントする方法については、「Archive log management for replaying multiple logbackups」を参
照してください。 
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注： バックアップがホストにマウントされたら、を実行して検証できます df -h。次の例のようにな
ります。 

 

注： ログがRMANでカタログ化されていない場合は、次の2つのオプションがあります。 

− アーカイブ・ログを必要なデスティネーションにコピーし、RMANリカバリの場所を渡します。 

− RMANで、マウントされたアーカイブログデスティネーションの場所（複数可）のファイルを手動で

カタログ化します。 

これが完了したら、recoveryコマンドを呼び出します。 

 

注: ブロック・リカバリ・コマンドを実行すると'dbvユーティリティを使用して破損ブロックをチ
ェックできます 

 

表領域PITリカバリ 

表領域PITリカバリの手順は、ブロックレベルリカバリの手順と似ています。唯一の違いは、RMAN recovery

コマンドを実行する前に表領域をオフラインにする必要がある点です。 

1. テーブルスペースPITリカバリには、次のRMANスクリプトを使用します。 
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注： 表領域をリカバリしたら、表領域をオンラインに戻し、健全性チェックを実行します。この処理
全体が、完全なオーケストレーションを備えたSnapCenter 4.4リリースでネイティブにサポート

されるようになりました。 

 

テーブルのリカバリ 

ここでは、破損したテーブル、削除されたテーブル、または削除されたテーブルを回復する方法について説

明します。 

 

RMANカタログ化されたSnapshotコピーを使用して、破損または破棄されたテーブル

をリカバリする 

この場合、テーブルは削除され、RMANリカバリ・コマンドを使用して既存のオンライン・バックアップから

再作成する必要があります。 

1. バックアップからテーブルをリストアするには、OracleホストでSnapCenterを使用して、データファイ

ルのバックアップをマウントします。PITリカバリを実行するには、ログがアクティブファイルシステム

に存在している必要があります。ログがすでに削除されている場合は、ログバックアップをOracleホスト

にマウントします。 

 
注： 要件に最も近いデータファイルバックアップを選択してOracleホストにマウントし、リカバリコマ

ンドを実行します。 
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メモ： テーブルをリカバリしたら、正確なレコードを含むテーブルが存在するかどうかを確認します。 
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削除したテーブルをバックアップのクローンからエクスポートして再作成する 

このシナリオでは、テーブルが削除され、既存のオンラインバックアップからインポートする必要があります。

このテーブルのみをリストアするには、まずSnapCenterを使用してSnapshotバックアップからクローンを作

成します。次に、クローンデータベースからテーブルを手動でエクスポートし、ターゲットデータベースに手

動でインポートし直します。 

1. GUIまたはCLIを使用して、同じホストまたはリモートホスト上にターゲットOracleデータベースのクローン

を作成します。詳細については、「Oracleデータベースのクローニングと更新の ベストプラクティス」を

参照してください。 

注： クローンが完了したら、クローンからテーブルを手動でエクスポートします。 

メモ： エクスポートが完了したら、テーブルをターゲットデータベースに手動でインポートします。 

 
 

データベース・リンクを使用して、バックアップのクローンから削除されたテーブルを

再作成します。 

このシナリオでは、テーブルが削除され、既存のオンライン・バックアップから再作成する必要がありま

す。そのテーブルだけを再作成するには、まずSnapCenterを使用してバックアップからクローンを作成しま

す。次に、ターゲットデータベースからクローンへのデータベースリンクを手動で作成し、そのリンクを使

用してターゲットデータベース内にテーブルを再作成します。 

1. GUIまたはCLIを使用して、同じホストまたはリモートホスト上にターゲットOracle Databaseのクローン

を作成します。詳細については、「Oracleデータベースのクローニングと更新の ベストプラクティス」

を参照してください。 

注： クローンが完了したら、apr12clntnsnames.ora ファイルにクローンデータベースのエントリ
（など）を手動で追加します。 

注： ターゲットデータベース内にクローンデータベースへのデータベースリンクを作成します。 

注： クローンデータベースのテーブルから選択し、データベースリンクを使用して、ドロップしたテー

ブルをターゲットデータベースに再作成します。 

 
 

付録D：セカンダリSnapMirrorまたはバックアップストレー

ジからのリストア 

のセクションで説明したように、SnapCenterバックアップポリシーとリソースグループのベストプラクティ

スバックアップをセカンダリストレージ（SnapVaultまたはディザスタリカバリデスティネーション）に短期

保持用に保護する方法は2つあります。セカンダリからのリストアのユースケースを理解するには、Snapshot

コピーをセカンダリストレージにレプリケートする必要がある理由を理解することが重要です。以下に、いく

つかのケースを示します。 

• プライマリストレージのSnapshotコピーは、Recovery Time Objective（RTO；目標復旧時間）を短縮す

るのに役立ちます。RTOが狭いミッションクリティカルなシステムでは、バックアップが非常に頻繁に行

われる効率的なRPO（Recovery Point Objective：目標復旧時点）が必要です。この状況は簡単に上限の

1、024個のSnapshotコピーに達する可能性があるため、プライマリストレージにこれ以上バックアップ

を保持できない可能性があります。その場合は、毎日または毎週のバックアップをセカンダリヴォールト

やディザスタリカバリ用ストレージにレプリケートする必要があります。 

[oracle@tardb_host1][tardb1][~]$ imp userid=user/password tables=sales file=sales12.dmp 

SQL> create table europe_sales as select * from europe_sales@apr12_clone; 

[oracle@tardb_host1][exp1][~]$ exp userid=user/password tables=sales file=sales12.dmp 

SQL> create public database link apr12_clone connect to sales identified by salespw 

using apr12cln; 
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• ディザスタリカバリサイト（ミラーデスティネーション）へのレプリケーション（つまり、SnapCenterで

サポートされるすべてのSnapshotコピーをミラーリング）は、災害発生時にセカンダリサイトでデータベ

ースを稼働させるのに役立ちます。 

• Snapshotコピーを保存すると、テープに近い解決策を実現できます。リストアやクローニングではテープ

よりもはるかに高速ですが、7年以上にわたって複数のバックアップを保存することはできません（毎

日、毎週、毎月、毎年保存する最適な方法）。クローニングとリストアは、プライマリと同等のパフォー

マンスで実行できます。 

注： バックアップ、ミラー、ユニファイドレプリケーションでは、SnapCenterとストレージの両方から
リストアとクローンを実行できます。SnapCenter以外で保護を行う場合（Snapshotコピーをプライ

マリストレージから直接作成し、セカンダリデスティネーションにレプリケートするスケジュール
を有効にした場合）は、リストアまたはストレージからのクローニングのすべての手順を手動で実
行しなければならないことがあります。SnapCenterは利用できません。 

• SnapCenterでは、リストア時にプライマリストレージとセカンダリストレージのどちらかのバックアッ

プを選択できます。ここでは、リストアとリカバリにミラーデスティネーションまたはバックアップデ

スティネーションのバックアップを選択する2つの理由を示します。 

− 業務用サイトでストレージまたはストレージの障害が発生した場合。 

− プライマリストレージでのSnapshotコピーの可用性（保持設定に基づいてプライマリストレージで

Snapshotコピーがすでに削除されている場合）。 

ここでは、複数のストレージデスティネーション（プライマリ/ローカル、セカンダリのバックアップ、セカ

ンダリミラー）にあるバックアップを表すトポロジビューを示します。バックアップデスティネーションは

選択されています。 

 
セカンダリヴォールトデスティネーションからのリストア 

セカンダリのSnapVaultデスティネーションからリストアするには、次の手順を実行します。 

1. データバックアップを選択し、[Restore]ボタンをクリックします。 
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注： リストアウィザードで、セカンダリストレージのソースボリュームとデスティネーションボリュー
ムがマッピングされていることを確認します。バックアップデスティネーションからSnapshotコピ
ーを選択したため、バックアップデスティネーションボリュームが選択されました。同様に、ミラ

ーデスティネーションからSnapshotコピーを選択した場合、ウィザードにはミラーデスティネーシ
ョンボリュームが表示されます。両方がある場合は、デスティネーションボリュームをバックアッ

プからミラーに変更できます。 

[Restore Scope]ウィンドウには、次のオプションがあります。すべてのデータファイルと制御ファイ

ルを選択した場合は、レガシーデータベースまたはCDBデータベース全体のフルデータベースリスト

アです。リストアにマルチテナントデータベースを選択した場合は、PDBまたはPDB表領域を選択で

きます。 

a. データベースが稼働している場合に、データベースの完全なリストア中にデータベースをオフライ

ンにするには、[Change Database State]オプションを使用します。 

b. [Restore Mode]オプションを使用すると、外部ファイルの制約が原因で高速リストアの要件を満たせ

ない場合でも、インプレースリストア（高速リストアメカニズム）を実行できます。Oracle以外のフ

ァイル、バックアップコピーなどの外部ファイル、または別のOracleデータベースのファイルが、リ

ストア対象の実際のデータベースと同じLUNに存在する場合は、高速リストアに対するデフォルトの

接続とコピーのアプローチよりも優先されます。 したがって、通常のバックアップの一部ではなく、

新しく作成されたすべてのファイルを削除します。一方、実際のデータベースのOracleファイルが存

在する場合、または同じボリューム/ LUNを共有している場合は、このチェックボックスをオンにし

ても高速リストアは実行されません。そのため、このような場合は接続とコピーのアプローチが使用

されます。リストアに適したレイアウトのメカニズムと重要性の詳細については、セクション10

「Oracle Clone Best Practices」を参照してください。 

[Recovery Scope]ウィンドウには、4つのオプションがあります。 

− すべてのログ。このオプションを選択すると、リカバリ用にアクティブファイルシステムに存在

するすべてのログが環境されます。外部アーカイブログファイルの場所を指定した場合は、その

マウントされた場所にあるログが適用され、アクティブファイルシステムの最新のものまで残り

のログが適用されます。 
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− SCNまで。このオプションは、このSCNが設定されているアクティブファイルシステムのログ、ま

たはマウントされた即時ログバックアップをチェックします。必要な整合性が既存のログバックアッ

プにない場合は、他のログバックアップをマウントし、外部ログの場所を渡す必要があります。 

SnapCenter 4.4以降では、表領域とPDBのPITRおよびSCNベースのリカバリがサポートされていま

す。データベースのシンクローンを実行して必要なオブジェクトのリストアを実行するには、さら

にRMAN用の補助デスティネーションを指定する必要があります。 

 
− 回復しません。SnapCenterでは、すべてのデータファイル、表領域、PDBのリストア処理のみ

が実行され、リカバリは実行されません。このオプションは、管理者がOracle sqlplus/RMANを

使用して手動リカバリを実行する場合に便利です。 

（オプション）[PreOps]ページで、リストア処理の前に実行するスクリプトを指定します。 
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（オプション）[PostOps]ページで、リストア処理とリカバリ処理のあとに実行するスクリプトをプロビ

ジョニングします。 

a. データベースまたはコンテナデータベースを読み取り/書き込みモードで開くオプションを選択しま

す。それ以外の場合は、データベースを手動で開く必要があります。 

b. [通知]ウィンドウで、成功した処理と失敗した処理に関するEメールアラートを設定します。 

c. [完了]をクリックしてジョブを送信します。 

ジョブの進捗状況は、監視ページまたはアクティビティパネルで追跡できます。 

 

ディザスタ リカバリ 

SnapCenterはオーケストレーションされたディザスタリカバリ解決策をサポートしていませんが、

SnapCenterバックアップを使用してディザスタリカバリを手動で処理できます。このセクションでは、ディ

ザスタリカバリサイトでデータベースを手動でリカバリする手順について説明します。 

• サイトAのストレージ単独で障害が発生した場合は、データベースのすべてのボリューム（最新のアプ

リケーション整合性Snapshotを使用）のSnapMirror関係を手動で解除し、それらのLUNをASMディス

クとして検出し、ホストにASMディスクグループとしてマウントしてから、データベースを起動しなけ

ればならないことがあります。 

• ストレージ、コンピューティング、ホスト、ネットワークなど、サイト全体で障害が発生した場合は、

アプリケーションと整合性のある最新のSnapshotコピーを使用してストレージレイヤ全体の

SnapMirror関係を解除し、ディザスタリカバリサイトでストレージを起動する必要があります。 

NetAppでは、RTOを向上させるために、ディザスタリカバリ用Oracleホストを（パッシブモードで）準備

し、ディザスタリカバリ用のボリュームまたはLUNを直接ホストできるようにしておくことを推奨していま

す。つまり、同様のコンピューティングマシンまたはホストにOracleとグリッドホームのパッチを適用し、本

番環境とまったく同じようにします。本番環境のトラフィックがディザスタリカバリサイトにリダイレクトさ

れるように、ネットワークレイヤの変更が効果的に処理されることを確認します。ASMが管理する本番デー

タベースの場合、NetAppでは、ディザスタリカバリサイトでプレーンASMインスタンスをパッシブに稼働さ

せたままにすることを推奨しています。 

SANベースの導入の場合は、 iscsiadm ホストがストレージからLUNを検出できるように、ゾーニングす

る接続またはFC LUNを設定します。利用可能な最新のアプリケーションと整合性のあるSnapshotで

SnapMirror関係が解除されているため、ホストで検出されたこれらのデバイスはすでにASMディスクとみな

されています。次に、ASMディスクグループを作成してマウントします。リカバリコマンド（PITRまたは

SCNベース）を実行して、ディザスタリカバリサイトでデータベースを起動します。リカバリの場合は、デ

ータSnapshotからのリカバリに必要なアーカイブログがすべて揃っていることを確認します。バックアップ

されていない場合は、古いSnapshotコピーをホスト/ASMにマウントし、RMANでカタログ化して自動リカバ

リを実行します。 

NFSレイアウトの場合は、NFSボリュームを直接マウントし、ログを再生してリカバリコマンドを実行でき

ます。 
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ディザスタリカバリサイトでディザスタリカバリOracleホストの準備ができていない場合は、新しいホストを

作成し、ソースTARバックアップからOracle Gridホーム（ASMまたはRACベースの場合）を抽出する必要が

あります。場合によっては、新しいホストとバイナリを再リンクしなければならないことがあります。Oracle 

GRIDホームの準備が完了したら、手順2を繰り返してストレージデバイスをホストまたはASMにマウント

し、ディスクグループを再作成してASMインスタンスにマウントし、データベースをリカバリします。 

もう1つの方法は、セカンダリのディザスタリカバリまたはヴォールトでレプリケートされたSnapshotから、

本番環境のOracleデータベースのクローンを作成する方法です。ディザスタリカバリホストにクローンをホス

トするには、まずそのホストにOracle用のSnapCenterエージェントがインストールされていることを確認しま

す。次に、Oracleホームが設定されている必要があります。第3に、ソースがASMデータベースの場合は、グ

リッドホームとASMインスタンスがそのホストで稼働している必要があります。クローンSIDでは、本番環境

のデータベースと同じ名前を使用できます。クローンが完了したら、バックアップされたボリュームからクロ

ーンをスプリットして、データベース用のスタンドアロンボリュームにすることができます。 

 

付録E：クローンウィザードを使用したクローン処理の実行 

クローンウィザードを使用してクローン処理を実行するには、次の手順を実行します。 

1. クローンウィザードで、クローンSIDを入力します。 

デフォルトでは、クローンウィザードによって、指定された本番データベースのソースボリュームのスト

レージボリュームマッピングが設定されます。マッピングが複数ある場合（つまり、SnapMirrorと

SnapVaultの両方）、デスティネーションボリュームはバックアップボリュームまたはミラーボリューム

に変更できます。 

 
2. [Locations]ページで、クローンホストの詳細を入力します。 

クローンホストは本番ホストと同じホストでも、別のLinuxホストでもかまいません。同じホストまたは

代替ホストにクローニングする場合は、前提条件に従う必要があります。データファイル、REDOログ、

および制御ファイル用に入力されるディレクトリ構造とデフォルト値をカスタマイズできます。ハイブリ

ッドクラウド環境でクローニングする場合は、クローニングしたLinuxホストをAWS、Azure、IBMなどの

クラウドに配置できます。ホストIPとポートをリスンするには、ネットワークファイアウォールが開いて

いる必要があります。このSVMは、インストール前のガイドラインを参照してプライマリストレージと

セカンダリストレージのSVMに配置されSnapCenter Plug-in for Oracleのインストール前のベストプラク

ティスます。 
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注： [Credentials]ページで、クローンデータベースをホストするための詳細（Oracleホーム、オペ
レーティングシステムユーザ、ターゲットホストのグループ）を入力します。クローンデータ
ベースのシステムクレデンシャルを入力します。 

 
注： （オプション）[PreOps]ページでは、クローンの実行前に実行可能なプリスクリプトを指定できま

す。シェル、Perl、Pythonスクリプトなどの実行可能スクリプトはすべて受け入れられます。 ただ
し、デフォルトの場所に保持する必要があります。 

注： （オプション）データベースパラメータ設定を入力することもできます。これは、クローンデー
タベースのpfile / spfile設定です。デフォルトでは'本番pfile/spfileに存在する各パラメータのすべて
の値がコピーされますクローンデータベースのアーカイブログデスティネーションを追加または
編集する必要があります。編集しないと、ファイルは ORACLE_HOME デスティネーションに配置
されます。同様に、クローンデータベースのSGA、PGA、およびOPENカーソルの値を確認する
必要があります。 

注： （オプション）[PostOps]ページで、リカバリをオプトアウトできます。いずれかのリカバリオプシ
ョンを選択した場合、SnapCenterでは、データバックアップ後の即時アーカイブログバックアップ
がターゲットクローンホストに自動的にマウントされます。 
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− キャンセルするまで。このオプションは、マウントされたログバックアップ内のすべてのログを適用

し、データベースを起動します。デフォルトでは、SnapCenterによって自動的にマウントされたログ

バックアップのログのみが適用されます。たとえば、作成された最新のログバックアップにリカバリ

するには、ログバックアップをクローンホストに手動でマウントし、外部アーカイブログの場所に渡

します。 

− 終了日時またはSCN。日時またはSCNを指定した場合は、SnapCenterでマウントされたログバッ

クアップがそのリカバリポイントに適していることを確認してください。別のログバックアップに

含まれている場合は、それぞれのバックアップをクローンホストにマウントし、外部アーカイブロ

グの場所に渡します。 

注: 通常のスクリプトとともに、PostOpsページでライブSQLクエリを渡すこともできます。たとえば、
HRの影響を受けやすい銀行またはパスワードのレコードをすべて削除するには、ラッパーシェルま

たはPerlスクリプトを記述し、それをクローンのポストスクリプトとして渡すことができます。クロ
ーンウィザードまたはCLIを使用して、エンドツーエンドのクローンを自動化することもできます。 

 

付録F：RAC間のクローン 

RACデータベースは、SnapCenterを使用してスタンドアロンデータベースとしてクローニングされます。非

RACクローンデータベースをRACデータベースに変換することもできます。ここでは、2つ目のRACノードが

すでにクラスタに含まれていることを前提としています。 

 

非RACクローンデータベースをRACデータベースに変換する 

非RACクローンデータベースをRACデータベースに変換するには、次の手順を実行します。 

1. GUIまたはCLI（RAC以外のクローン）を使用して、通常のクローン処理を実行します。 

2. 2番目のインスタンスのやり直しと取り消しを作成します。 

a. init<sid>.ora ファイルにクラスタ関連のパラメータを追加します。 

 

*.cluster_database_instances=2 

*.cluster_database=true 

*.remote_listener='LISTENERS_ORCLDB

’ ORCLDB1.instance_number=1 
ORCLDB2.instance_number=2 

alter database add logfile thread 2 group 3 ('+DATA’,'+FLASH’) size 50m reuse; 

alter database add logfile thread 2 group 4 ('+DATA’,'+FLASH’) size 50m reuse; 

alter database enable public thread 2; 

create undo tablespace UNDOTBS2 datafile '+DATA' size 50G; 
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b. 更新した init.ora ファイルをノード2にコピーし、インスタンス名に応じてファイルの名前を変更

します。 

c. クローンRACデータベースをに登録し srvctlます。 

 

を使用してサービスを停止および開始し srvctl、crsctl コマンドを使用して健全性チェックを実

行します。 

クローンを削除する前に、このクローンをRACデータベースに変換するために実行したすべての手順

を取り消す必要があります。 

 

詳細情報の入手方法 

このドキュメントに記載されている情報の詳細については、以下のドキュメントやWebサイトを参照してく

ださい。 

• ONTAPを使用したOracleマルチテナンシーのベストプラクティス 

• Active Directoryドメインと信頼性に関するMicrosoftのドキュメント 

https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc770299.aspx. 

• ONTAPを基盤としたOracleデータベースTR-3633 

https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/8744-tr3633pdf.pdf 

• NetApp Interoperability Matrix Tool（IMT） 

https://mysupport.netapp.com/matrix/#welcome 

• SnapCenterのドキュメントリソース 

• SnapCenterコマンドリファレンスガイド 

https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2840882 

 

バージョン履歴 
 

バージョン 日付 ドキュメントの改訂履歴 

バージョン2.0 2021年2月 以前のベストプラクティスの改訂、PDBクローン/リストア、

更新 sm-clone、仮想化レイアウトのベストプラクティスの

変更などの新機能 

バージョン1.0 2018年6月 初版リリース 

ORCLDB1.thread=1 

ORCLDB2.thread=2 

ORCLDB1.undo_tablespace='UNDOTBS1' 

ORCLDB2.undo_tablespace='UNDOTBS2' 

#update the actual controlfile path 

*.control_files='+DATA/ORCLDB/controlfile/current.256.666342941','+FLASH/ORCLDB/controlfile/curre 

nt.256.662312941' 

[oracle@orarac1]$ srvctl add database -d ORCLDB -o /u01/app/oracle/product/12.2/db_1 

[oracle@orarac1]$ srvctl add instance -d ORCLDB -i ORCLDB1 -n orarac1 

[oracle@orarac1]$ srvctl add instance -d ORCLDB -i ORCLDB2 -n orarac2 

[oracle@orarac1]$ mv initORCLDB.ora initORCLDB1.ora [oracle@orarac2]$ mv initORCLDB.ora 

initORCLDB2.ora 

https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/21901-tr-4876.pdf
https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc770299.aspx
https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/8744-tr3633pdf.pdf
https://mysupport.netapp.com/matrix/#welcome
https://www.netapp.com/data-protection/backup-recovery/snapcenter-backup-management/documentation/
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2840882
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うかによって異なります。 
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